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安川天皇窯跡発掘調査報告
―栴檀野窯跡群 における須恵器窯跡の調査―

2005年3月 宮山県砺波市教育委員会
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砺淀市は、 富凸県凸部 の砺淀キ野 のほぼヤ夫部、人部分が左 )Ilに より形成 さ

独た煽状地上 に位 置 してい ます。 この反、千成 16年 11月 1日 を もって旧砺淀

市 と i日 庄川町が合併 し、新砺茨市が喪生いた しました。将来の都市像 を「庄 ,II

と救居 に広が る 健康 フラワー都市Jと し、まちづ くりの基本理念を「花呑 り、

水清 く、風 さわやかなまち 砺疫」 と定め、文化童たであるよ対 の保 護・活用

を図るとともに花・ 水・風 をキー ワー ドに自然 との調わ を もとめ、住 民が奏 Jむ

して承 らせ る住み よい宕卜市をめ ざしています。

砺淀市 においては、 iF_年 開発に伴 う腎急 /tttFA調 査の増加がめ ざま しく、埋蔵

丈化財保護 の蜂妥性が 日々強 くなってお ります。 こ独まで出来る限 り埋蔵史化

財の保護 に努 めて まい りましたが、⌒口上少株来 のため記録保券 を必要 と し、

芸川天皇蜜跡 の/tt振 調査を実施す るtiCび とな りました。

砺淀市奏 )II地 内に所左す る奏 ,十1入皇蜜跡 は、余 庭時代 の終わ り項に “須 患暴"

とい う土暴を焼 いた富であることが知 ら独ています。竜跡月翌は、須 患恭の蜜

が多 く分布 してお り、総 じて “栴檀野 窯跡洋"と 呼ば独ています。奏川天皇窯

跡は 8世危十策 に位 置付 け ら独、栴檀yF窯 跡春 のなかで も最 も士 くか ら操業 さ

狼ていた可台L性 のあることが研 究者 に よって指摘 さ独ています。⌒口の発振調

査茂釆をまとめることに より、砺淀/EIGか ら射水丘 映一帝、 そ して起 中国の須 患

暴生産 を解明す る一助 とな独ば幸いです。

おわ りに、調査の実施及 び線孝盲fll行 にあた り、調査に参カロして くださった

砺淀郷上奇朴修上蔵友 の会 の皆様 をは じめ、 ltえ奏 )II地 区白治振興会、富凸呆

埋蔵丈化財セ ンター な ど関係各住 に多大なるご援助・ご協力をいただきま した。

泉む よう惑謝 申 し上げます。

キ茂 17年 3月

委 員

ロ

会

腱ヽ

�
一　

株

砺

　

数 男

教 育



例 言

1.本書は平成10・ 11年度に実施した富山県砺波市安川地内に所在する安川天皇窯跡の発掘調査報告である。

2.発掘調査は、上砂採取工事に先立ち、砺波市教育委員会が主体となって実施した。

3.調査事務局は砺波市教育委員会内に置き、事務は学芸員利波匡裕が担当し、教育次長野村泰則が総括した。整理作業は、学芸員野

原大輔が担当した。

4.調 査に関するすべての資料は砺波市教育委員会で保管 している。なお、遺跡の略記号は市名と遺跡名の頭文字 (Tonamisi

Yasukawa Tennoukamaato)か ら「TYT」 とした。

5 調査事務局及び調査担当者は以下のとおりである。

調査事務局 (平成10。 11年度) 砺波市教育委員会        教育次長  野村 泰則

生涯学習課  課  長  老松 邦雄

同    係  長  川原 国昭

調査担当者      同    学 芸 員  利波 匡裕

整理作業 (平成16年度)     整理作業担当者    同    学 芸 員  野原 大輔

6.調査期間及び面積は右のとおりである。

第1次調査  平成10年 (1998)3月 29日 ～平成10年 9月 26日 (実働9日 )  調査面積40∬

第2次調査  平成11年 (1999)5月 24日 ～平成11年 6月 4日 (実働9日 )  調査面積40ド

7.本書の編集は野原が行い、執筆及び図版作成は、野原・福沢佳典・間野 達 久保浩一郎 (富 山大学考古学研究室)が行った。整

理作業に入る前に佐藤 隆 (生涯学習課)が資料整理や報告書作成の準備にあたった。

8.平成5・ 6年 (1993・ 1994)の 採集資料については、西井龍儀氏から実測図の提供を頂いた。また、調査経過や窯体構造、須恵器編

年等多くの教示を得た。記して謝意を申し上げたい。

9 本書で使用している方位は真北で、標高は海抜高である。

10.土壊色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』 (2001年前期版)に 準拠している。地形分類の範囲及び

名称は『土地分類基本調査』〔経済企画庁 :1970〕 ・『10万分の1富山県地質図説明書』〔富山県 :1992〕 を参考にしている。

11.古代砺波郡の表記については、防J波郡」 「幅波郡J 。「砺波郡」等が一般的に使用されるが、砺波市史編纂委員会編 F砺波市

史資料編1考古、古代・中世』(1990)に 準拠し、「栃波郡」を使用している。

12 調査期間や整理作業期間を通じて下記の方々から多大なるご教示・ご協力を得た。記して哀ソいより謝意を表する。

安念 幹倫 (富 山県埋蔵文化財センター)  池野 正男 (富 山県教育委員会)  上野  章 (富 山県埋蔵文化財センター)

柿田 祐司 (醐石川県埋蔵文化財センター) 栗山 雅夫 (福 岡町教育委員会)  酒井 重洋 (富 山県埋蔵文化財センター)

神保 幸造 (富 山県埋蔵文化財センター)  高梨 清志 (富 山県教育委員会)  塚田 一成 (小矢都市教育委員会)

西井 龍儀 (富 山考古学会)        林  浩明 (南砺市教育委員会)  以上、五十音順・敬称略

13.発掘調査・整理作業には以下の者の参加を得ることができた。記して謝意を申し上げる。

発掘調査 老松邦雄 (生涯学習課)、 安念幹倫、尾田武雄 (以上砺波郷土資料館土蔵友の会)、 天野秋―、石田孝之、西村昌蔵 (以上

1411砺波市シルバー人材センター)、 平木克幸 (金沢大学)、 荒木慎也、佐々木亮二、砂田晋司 (以上富山大学考古学研究室)

整理作業 佐藤 隆、大田美雪、横川美雪 (以上、生涯学習課)、 根田勝子、前田紋子 (以上、(社 )砺波市シルバー人材センター)、

福沢佳典、間野 達、久保浩―郎 (以上、宮山大学考古学研究室)
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序 章 調査に至る経緯

(1)須恵器窯の発見

〔調査期日〕平成5年 (1993)11月 25日

〔調査参カロ者〕佐伯安一、新藤正夫、安力川恵子、般林雅子

蓮井正子 (以上砺波郷土資料館)、 西井龍儀

平成5年 11月 、砺波市徳万在住の島 弘夫氏が安川地内で

キノコ取りの最中に偶然須恵器片を採集され、それを砺波

郷土資料館 (以下、郷土資料館という)に持ち込まれた。

そこで、同年11月 25日 に郷土資料館を中心として現地踏査

を行った結果、土砂採取によって掘削された斜面に窯体が

露出している状況が確認された。ここではじめて “安川天

皇窯跡"と して周知の埋蔵文化財包蔵地に登録される。

これを受けて郷土資料館と砺波市教育委員会 (以下、市

教委という)は、開発偵1である地元建設業者に対して窯跡

周辺の土砂採取については先送 りにするよう依頼 したが、

その後具体的な調査計画は立てられないまま窯体自身は以

後平成10年 の発掘調査まで放置された状態が続いた。

平成6年 9月 、西井龍儀氏は「利波郡における分窯とその

背景」と題する論考の中で、表面採集資料の紹介をされて

いるi。

(2)市教委の現地調査

西井氏の指導を受け、平成6年 (1994)5月 10日 、利波匡

裕 (市教委、学芸員)が現地踏査を行なった。これを受け

て、同年5月 31日 に砺波市文化財保護審議会 (会長 佐伯安

一)が現地視察を行なった。現状で窯の一部が重機により

掘り返されていることを確認し、記録保存もしくは現状保

存の必要性を認識している。

(3)“層大堤』周辺の遺跡を歩く会"現地踏査

〔調査期日〕平成8年 (1996)8月 24日

〔調査参加者〕安念幹倫、尾田武雄、林寺厳州、原田典子、

般林雅子、熊野久雄、高木美奈子、西尾英宣、

松井克栄、川原国昭、利波匡裕、老松邦雄

平成8年8月 、富山県文化財保護指導委員 (当時)である

尾田武雄氏は、「富山県文化財保護指導委員業務報告書」

の中で、安川天皇窯跡について「窯跡が破壊されているの

で、緊急調査が必要」と報告されている。また、砺波郷土

資料館土蔵友の会 (以下、土蔵友の会という)考古部会は、

i 西井龍儀 1994

土器研究第4号』

「利波郡における分窯とその背彙」『北陸古代

北陸古代土器研究会

序章 調査に至る経緯

砺波市福山に所在する大堤周辺の遺跡踏査 を行なってい

る。このときの報告書�によると、「安川天皇窯跡の現地確

認」において、「窯の広がり」について注目し、また福山

窯跡一帯の窯跡群を構成するものと位置付けている。

(4)土蔵友の会 現地踏査

〔調査期日〕平成8年 (1996)12月 7日

〔調査参カロ者〕安念幹倫、尾田武雄、他会員8名 (土蔵友の

会)

土蔵友の会は、再び窯跡の保存状態等を確かめるととも

に、付近の丘陵地などを踏査 し窯跡や遺物の表面踏査を実

施した。安川天皇窯周辺の新たな窯の発見が期待されたが、

積雪のため現況確認が難しく、遺物の採集もなかった。

� 砺波郷土資料館土蔵友の会 1998『土蔵考古都会調査速報No l

『大堤』周辺の遺跡を歩く会報告書』
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(朝 日新聞 :平成8年 (1996)12月 8日 付 )



序章 調査に至る経緯

(5)記録保存に至るまで

平成9年 7月 、富山県文化財保護指導委員会研修会資料に

は、富山県教育委員会文化財課から「市が緊急調査を予定

している」との幸R告がなされている。

(6)第 1次調査の概要

〔調査期日〕平成10年 (1998)8月 29。 30日

9月 14日 ～9月 26日

〔調査参加者〕新藤正夫、老松邦雄、利波匡裕 (市教委 )、

安念幹倫、尾田武雄 (土蔵友の会 )、 平木克

幸 (金沢大学学生)、 他土蔵友の会会員数名

平成10年8月 、開発側である地元建設業者から秋にも窯

跡周辺の土砂採取を行いたい旨の連絡があったため、市教

委が主体 となり土蔵友の会の協力を得て発掘調査を実施 し

た。灰原 と考えられる窯体前庭部周辺の平坦面に試掘 トレ

ンチを設定 したが、灰原を示す明確な状況ではなかった。

また、焼成部の一部は重機によって破壊 されているものの、

窯本体は比較的良好に保存されていることが判明した。当

初、2日 間の予定だつたが、窯体内から予想以上に遺物が

検出されたため、9月 14日 から調査 を再開 した。 しか し、

予定期間内に窯体内の調査を完遂できず、残 りは次年度に

持ち越すことになった。

(7)第 2次調査の概要i

〔調査期日〕平成11年 (1999)5月 24日 ～6月 4日

〔調査参カロ者〕老松邦雄、利波匡裕 (市教委 )、 尾田武雄

(土蔵友の会 )、 荒木慎也、佐々木亮二、砂田

晋司 (以上、宮山大学学生)、 他作業員数名

平成11年4月 、地元建設業者から中越テック株式会社所

有地内において土砂採取を行なう旨の届出が提出されたの

を受け、前年度の継続調査を実施することとなった。調査

は市教委が主体 となり、富山大学考古学研究室の学生の協

力を得て行われた。

調査の結果、窯体や灰原で検出しきれなかった遺物を多

数確認 した。総量は遺物整理箱30箱程度である。遺物は、

8世紀中葉から後半の時期に含まれる須恵器の蓋、杯、重、

甕、瓶類、鉄鉢などが出土 した。

窯合は焚日付近や排煙口等が破壊 されているが、全長約

6.5m(推定値 )、 最大幅約16m(推定値)を測ることが判

明した。灰原は一部が残つてお り (SP01)、 2層確認され

た。また、窯体内部には使用によって崩壊 した壁面を補修

し、再度利用 したと考えられる箇所があることから、少な

くとも三度操業されたことが推定される。 (野原 )

i 利波匡裕 2001「 (8)砺波市」『富山県埋蔵文化財センター年報

平成11年度』富山県埋蔵文化財センター

筋波・福山

(富山新聞 :平成6年 (1994)3月 1日 付 )
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

砺波市の概要  安川天皇窯跡の所在する砺波市は、富山

県の西部中央にある。面積は126 96km2、 人口49,237人 (平

成17年 2月 末現在)であ り、東経136度 54分～137度 03分、

北緯36度33分 ～36度41分 に位置 している。

庄川扇状地  砺波市は、砺波平野に広がってお り、その

大部分が東部を北流する庄川により形成された扇状地であ

る。庄川扇状地は県内の三大扇状地 (庄 川・神通川・常願

寺川)に教えられ、そのなかでも最大の規模を誇る。扇頂

部である庄川町青島から扇端部である高岡市南部の湧水帯

までの距離は13～ 15km、 面積は146km2に及ぶ。

庄川は、その源を岐阜県荘川村に発 し、高岡市を経由し

て日本海に注 ぐ。流路廷長115km、 流域面積 1180km2、 平均

河床勾配1/120～ 1/800の 規模をはかる 〔富山県:1992〕 。ま

た、小矢部川は、庄川の排水河川の役目を果たし砺波平野

の西端部を流れている。庄川扇状地には、地理学上著名な

散村 (Dispersed Scttlcmcnt)が 広がってお り、長閑な田園

空間を形成 している。

市域は大部分が扇状地によつて占められているが、庄川

以東には低位段丘、そして高位段丘である芹谷野段丘が存

在する。段丘以東には、射水丘陵から連なる東別所新山山

地などの丘陵帯が広がつている。

庄川右岸の段丘  庄川の右岸には台地がひろが り、河川

作用によつて形成された河成 (1可岸)段丘が存在 している。

第 2章 位置と環境

それらは低位段丘、中位段丘、高位段丘として分類するこ

とができる。庄川町庄から宮森までの主要地方道新湊庄川

線以東には、低位段丘が存在 してお り、隆起扇状地堆積物

が形成されている。頼成・権正寺・東保では、庄川右岸に沿

う帝状の自然堤防の微高地上に集落が発達 している。

芹谷野段丘  高位段丘にあたる芹谷野段丘 (福岡段丘 )

は、旧扇状地の右扇の一部が残存 し段丘となったものであ

る。南は安川付近から北は大門町串田付近まで約10kmに 広

が り、福岡の厳照寺周辺では海抜80mを 波1る 。芹谷野段丘

上は、近世に芹谷野用水が引かれ、集落が展開した。

芹谷野段丘の東、蛇行する和田川の両岸には中位段丘が

形成されてお り、和田川流域段丘帯をなしている。和田川

は、牛岳の北西狽I山 中に源を発 し、庄東山地と芹谷野段丘

の間を大きく蛇行 し、池原付近で坪野川が合流する。流路

延長23 5km、 庄川の支流である。昭和43年 、和田川総合開

発事業により和田川ダムが竣工、増山湖ができた。

和田川の右岸に位置する増山城跡は、一般に庄東山地・

音川山地と呼称される範囲に含むことができ、富山県を東

西に分断する射水丘陵帯の一枝群を成している。この山地

は起伏量が少ない丘陵性小起伏山地であり、地質的には青

井谷シル ト質泥岩層の範囲に含まれる。

東別所新山山地  また、南に位置する東別所新山山地は

標高200m余 りを最高点として100m余 りの小起伏山地で構

成 されている。この山地の西北に位置する天狗山 (標高

192m)の 北斜面、県民公園頼成の森の緩斜面丘陵は、南

側山地からのかつての扇状地性堆積層で構成されている。

表層地質としては、砂岩を主体 とする下部と無層理青灰色

泥岩を主体とする上部から成っている。 (野原 )

TOYAMA

YASUKAWA‐ TENNOU
site

Fじ 1 安川天皇窯跡の位置
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第 2節 歴史的環境

砺波のあけばの  旧石器時代の遺跡は、庄川右岸の音川

山地や芹谷野段丘に分布する。音川山地には芹谷遺跡―

2・ 池原遺跡-3・ 増山外貝喰山遺跡-4・ 頼成D遺跡-5、 芹

谷野段丘には高沢島 I・ Ⅱ遺跡-6な どがある。市内にお

いて旧石器が注意されたのは、昭和48年頃の芹谷遺跡がは

じめてであ り、住蔵久雄氏の業績による。氏の発見以来、

これまで100点 以上の石器が表面採集 された。それらは

「立野ケ原型ナイフ形石器」 と呼ばれる鉄石英 。玉髄でで

きた小形剥片と、濃飛流紋岩類・容結凝灰岩によるナイフ

形石器や彫器で構成される。

縄文文化の盛行  芹谷野段丘以東を中心 として縄文文化

の花がひらいた。高位段丘である芹谷野段丘では、上和田

遺跡-7、 厳照寺遺跡-8、 宮森新天池遺跡-9、 宮森新北島

I遺跡 -lo、 頼成新遺跡 11、 三合遺跡 12が ある。また、

中位段丘である和田川流域段丘帯には、高沢島 I・ Ⅱ遺

跡-6、 増山遺跡 13な どがある。市内における縄文時代の

遺物は古 くからその存在が知られ、大正13年 頃、孫子の上

原地内において県内でも稀少なバナナ形石器が出土 してい

る。中尾遺跡-14か ら出土 した御物石器は、前田円蔵氏の

所蔵であ り`、現在福岡の厳照寺にて保管され市指定文化

財となっている。

芹谷野段丘縁辺の福岡・宮森新にまたが り存在する厳照

寺遺跡-8は 、市内の縄文遺跡 として最 も著名である。名

越仁風氏ら地元研究家や富山考古学会の働 きかけで周知さ

れるようになった厳照寺遺跡は、栴檀野地区回場整備事業

に先立ち昭和50・ 51年 に試掘調査、昭和51年 に富山県埋蔵

文化財センターによつて本調査が実施された市。本遺跡か

ら出土 した土器群は、「厳照寺 I式 ・Ⅱ式 。Ⅲ式」として、

中期前葉の地域的な指標 となっている。遺構では、竪穴住

居跡11棟 ・埋甕1箇所・穴などが検出され、典型的な弧状

集落であることが判明した。

低地では庄川以東の低位段丘上に宮森遺跡-15、 徳万遺

跡 16、 東保石坂遺跡-17な ど、芹谷野段丘を袂る谷口に

存在する。また、庄川扇状地扇頂部には中期前葉の松原遺

跡があり、縄文遺跡が希薄な扇央部には、打製石斧が主体

的に出土する久泉遺跡が存在する。

空自の時代  弥生から古墳時代にかけて現在のところ市

西井龍儀 1990「第1章 旧石器J『砺波市史資料編 1考古、古

代・中世』砺波市史編纂委員会

栴檀山村史刊行会 1976『栴檀山村史J

富山県教育委員会 1977『富山県砺波市厳照寺遺跡緊急発掘調

査概要』

第 2章 位置と環境

鴬募井

Fig 3中尾遺跡の御物石器

〔砺波市史 :1990よ り転載〕

域においては空自の時代と言わざるをえない。こうした動

きは、社会基盤が稲作経営に移行 したことに連動 し、人々

が扇状地でも湧水帯の多い扇端部に移 り住んだことに起因

するものと思われる。わずかな資料 として、福山大堤遺

跡-19や 安川野武士A遺跡-20B地点出上の弥生土器があ

り、増山城跡-21発掘調査では弥生時代末の土器片が出土

している�。婦負郡や射水郡に連なる丘陵地帯や、扇状地

に点在するマッド上など安定的な土地で未発見の追跡が眠

っている可能性がある。古墳時代資料としては、高沢島Ⅲ

遺跡-22がある。古墳時代後半の土師器の甕や高杯の一部

が出土 している。また、増山城跡-21内 の又兵衛清水付近

から内面に刷毛目調整を施 した土師器片が出土 しているV。

池原には “丸山古墳"や県指定史跡であった “狐塚古墳 "

があ り、前方後円墳 とされていたが現在指定は解除され、

古墳 と見る研究者は少ない。

古代の開発 ―東大寺領荘園の展開一  空白期間ののち、

8世紀以降に扇状地から段丘上にかけて遺跡が出現 しはじ

める。奈良時代末、扇状地東部に成立 した4荘 の東大寺領

荘園 (石栗荘・伊加流伎荘・井山荘・杵名蛭荘)に連動 し

た動 きと考えられる。芹谷野段丘上では栴檀野窯跡群が操

� 砺波市教育委員会 2003『 増山城跡発掘調査報告』

v 安念幹倫 1991「七 城跡群の遺物J『富山県指定史跡 増山城

跡調査報告書』砺波市教育委員会・砺波郷土資料館

・■
戦
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韓
華
・■詐
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第 2章 位置と環境

日g.4 福山窯跡出土の瓦塔水煙部

(←)昭和37年 (1962)の 発掘調

査にて出土。瓦塔は、水煙部、屋

蓋部、軸部、基壇部が出上してい

る。水煙部は、上部がすぼまる角

筒】犬軸部のタト側に羽根がつくもの

であり、上・下端に円形の通し穴

がある。羽根部分は欠損するが、

軸部に接してそれぞれ7～ 8個 の小

穴が開けられている。軸部の側面

には、箆描きで一茎から両脇に派

生した3イ回の蓮華のつぼみが表現

されている。つぼみは隣り合う面

で対称に配置されている。

業をはじめ、大規模に須恵器生産を行う。芹谷野段丘上の

西恨1斜面一帝には、幾多の窯跡が残っている。須恵器生産

の開始年代は、増山支群の宮森窯跡-23と 福山支群の安川

天皇窯跡 ]が8世紀半ばに位置付けられる。8世紀後半に

なると、増山支群では増山亀田窯-25、 増山団子地窯-26、

増山妙覚寺坂窯-27、 福山支群では福山窯-28、 福山小堤

窯-29、 福山大堤窯-30が操業 し、10世紀頃まで須恵器生

産が続けられる。

昭和37年 7月 に砺波市史編纂委員会が中心 となり、福山

窯跡-28の発掘調査を実施 した.。 出土品には水煙 (Fig 4)

・屋蓋・軸・基檀など瓦塔の一部や円面硯、土馬などがあ

り、市指定文化財となっている。

扇状地上では河道に挟まれたマッドとよばれる微高地上

に遺跡が展開する。小杉周辺 (小杉遺跡 -31)、 高道～宮

村～千代周辺 (高道向島遺跡 -32、 宮村遺跡-33、 千代遺

跡-34な ど)、 太田～久泉～秋元周辺 (太 田遺跡-35、 久泉

遺跡-24、 秋元窪田島遺跡-36)な ど分布が集中する。東

部の低位段丘上には徳万頼成遺跡-37がある。扇状地東側

の墾田開発に伴い平野部に集落が展開したものと考えられ

る。

徳大寺家領般若野荘の盛衰  市内の中世を語るには徳大

寺家領般若野荘 と油田条 (村)を さけることができない。

徳大寺家領般若野荘は、砺波平野東部に広 く展開し、現

庄川両岸に沿って南は三谷地区から北は中田地区に及ぶ広

大な荘域であった。荘域は、奈良時代に成立 した東大寺領

西井龍儀 1994「利波郡における分窯とその背景」『北陸古代土

器研究』第4号 北陸古代土器研究会

砺波市史編纂委員会他 1962『砺波市福山<徳万赤坂>須恵器

窯発掘報告』

荘国の伊加流伎・石栗・井山の3荘 を含む範囲と推定され

る。

徳大寺家は藤原北家の流れを継 ぐ閑院流の出であるが、

般若野荘がどのような機縁で家領となったのか、またいつ

ごろ成立 したか確証となる史料はない。知行国制が一般化

し、縁故関係や成功によって国守が選任され、私的人脈に

よつて国政が普遍化 していった院政期にあって、徳大寺実

能・公能父子が越中国の政務に深 く関わつていることを考

慮すれば、公能が越中国守となった大治元年 (1126)頃 に

般若野荘の成立をみるのが妥当であろうn。

治承・寿永の源平争乱�では、寿永2年 (1183)、 般若野

荘に布陣していた平盛俊は源軍の今井兼平を迎え戦ったが

敗れ、退き小矢部川原で戦ったが劣勢 となり倶梨伽羅峠を

越えて加賀に引き上げている。後鳥羽上皇が執権北条義時

と敵対 したことに端 を発 した承久の乱 Vで は、承久3年

(1221)鎌 倉方である名越 (北条)朝時らの北陸道軍が般

若野荘まで侵攻 し、京方 (後鳥羽上皇方)と の合戦となっ

た。京方はこの合戦で敗れ、軍陣に降つている。

嘉吉元年 (1441)の 「薩戒記J�によると徳大寺公有が

越中の荘園経営の不振に陥つている。庚永元年 (1342)に

般若野荘の南にある三谷寺が鎌倉覚園寺塔頭蓮華院領とな

っていることや、武奈方の地頭方により押領が起こりやむ

なく領地を折半する (下地中分)と いう事態に起因する。

明応3年 (1494)に は越中国の徳大寺家領荘園が不知行 と

hi河合久則 1990「二、徳大寺家領般若野荘について」『砺波市史
資料編1考古、古代・中世』砺波市史編纂委員会

�『源平盛衰記』二九 寿永2年 5月

v『平家物語』長門本十三 寿永2年 5月 条

� 権大納言中山定親の日記
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なっているi。 天文14年 (1545)、 越中に下向した徳大寺実

通は、知行分にて殺害されてお り"、 家領荘園の混乱状況

を物語る。安川の般若山薬勝寺の南にある公郷塚 (九人塚 )

呼ばれる五輪塔の墓地は、実通に関係があるのかもしれな

い。

荘域の遺跡 としては、東保遺跡 (東保高池遺跡)-18、

久泉遺跡-24、 秋元窪田島遺跡-36、 正権寺遺跡-38、 狐塚

遺跡-39な どがある。12世紀後半から13世紀前半に比定さ

れる東保遺跡 (東保高池遺跡)-18で は土師器が多量に出

土 し、墓地もしくは祭祀跡と考えられる集石状遺構が検出

されている。やや時代が新 しいものでは秋元窪田島遺跡

-36、 正権寺遺跡-38があ り、ともに15世紀に位置付けら

れる。

中世の動乱  南北朝時代には、二宮円阿軍忠状に「和田

城」 という城名がみえ、増山城-21に 先立ち構築された亀

山城-40と いう説が有力である。亀山城は、戦国時代前期

に4笏築された可能性が高いが、郭が同心円状に配置 してい

ることや規模から増山城より古段階の特徴をもつ。

室町時代に神保氏が婦負・射水郡の守護代 となり、はじ

め亀山城を使用 していたが、本城である放生津城の支城と

して亀山城を修築したとされる。永正3年 (1506)、 一向一

揆を攻めるために進軍 した越後守護代長尾能景が芹谷の合

戦で討死 していることから、軍事的緊張の高揚が考えられ、

亀山城の整備が行われたと思われる。さらに天文年間頃、

神保長職が富山城の支城として増山城が構築されたと考え

られる。のちに長職を追撃 した上杉謙信の手に落ち、永禄

年間後期に長職 と上杉が結んで一向宗徒を攻撃 したときに

『後法興院記』明応3年2月 2日 条

『言4L卿記』天文14年3月 ,4月  「越中国於知行分」とあり、

般若野荘か宮河荘かは不明。

第 2章 位置と環境

Flg.5 徳大寺家領般若野荘荘域図

〔砺波市史 :1965よ り転載〕

は、長職の本拠 となっている。長職没後、一時的に反上杉

方が居を構えるが、天正4年 (1576)|こ 謙信に攻められ落

城 し、天正9年 (1581)に 織田方に焼 き払われている。天

正11年 (1983)以降、越中統一を果たした佐々成政によつ

て修築された増山城は、この時もっとも城域が広 く構造的

に完成 したのではないか。成政ののち、前田方の手に渡 り、

城の守将となった中川光重が退老もしくは没 した慶長年間

まで存続 したと考えられる。 (野原 )

遺跡名 時 代 種 別No 遺跡名 日寺 十〔 種 別

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

増山外貝喰山遺跡
頼成 D遺跡
高沢島 I・ I遺跡
上和田遺跡
厳照寺遺跡
宮森新天池遺跡
宮森新北島 I遺跡
頼成新遺跡
三合遺跡
増山遺跡
中尾遺跡
宮森遺跡
徳万遺跡
東保石坂遺跡
東保遺跡
福山大堤遺跡
安川野武士 A遺跡

ゼ年十電
旧石器 糸亀文・古代
旧石器・縄文・古代
旧石器
旧石器 ?

旧石器・縄・古・近
縄文 (中 期・晩期)

縄文
縄文
縄文 (前・中・晩)

縄文 ?

縄文
縄・奈・平・中・近
縄文
縄文
縄文(中・後)・ 古墳`中 世
縄文 (中 )・ 奈・鎌
縄文・古代。中世
縄文
奈史・平安・中世

窒

散布地
散布地・製鉄
散布地
散布地
散布地・集落
散布地
集落
散布地
集落
散布地
散布地
散布地・集落
散布地
散布地
散布地
散布地
集落
散布地
散布地

増山城跡
高沢島Ⅲ遺跡
宮森窯跡
久泉遺跡
増山亀田窯跡
増山団子地窯跡
増山妙覚寺坂窯跡
福山窯跡
福山小堤窯跡
福山大堤窯跡
小杉遺跡
高道向島遺跡
宮村遺跡
千代遺跡
太田遺跡
秋元窪田島遺跡
徳万頼成遺跡
正権寺遺跡
狐塚遺跡
亀山城跡 (増山城跡群)

鎌倉・室町
奈史・平安
奈良
縄・奈・平。近
奈良
奈良
奈良
奈良
奈良
奈良
奈良・平安
奈良・鎌倉
奈良
奈良・平安
奈良
古代・中世
古代・中世
平安
鎌倉
鎌倉・室町

山城
散布地・集落
窯
集落
空

空

空

空

空

空

散布地
集落
散布地
散布地
散布地
集落
集落
散布地
散布地
山城

|1天 皇窯跡 21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39
40

芹谷遺跡
池原遺跡

Tab l 安川天皇窯跡周辺遺跡一覧表
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第 3章 調査成果

第 1節 調査方法と調査経過

(1)調査方法

調査の目的  窯1基の調査であり、発掘面積は窯体およ

び灰原を含む約40ポである。窯体中心部は、すでに重機に

よる掘削のため大部分が破壊されている状況にあつた。そ

こで、①窯体規模・構造の確認 (焚 き口・焼成部や破壊を

免れているであろう煙出し部の検出)、 ②残存している遺

物の検出、③灰原の確認を目的として調査を進めることと

した。

現地調査  現地調査は、窯体が破壊されていたため、一

般的な窯跡の発掘調査手順 (表土等の掘削→調査区・土層

観察用ベルトの設定→遺構検出→窯跡埋土 (覆土)の掘削

→床面遺物の記録→床面及び壁面の記録→付属施設の確

認・記録一灰原の調査→全体図作成・写真撮影→補足調

査)iを採ることができなかった。まず調査区周辺の下草

刈 りを行い、現況の地形状況の把握に努めた。その後、日

本測地系第ア系の公共座標から、基準グリッド杭・BM杭
の設置を行った。以前に西井龍儀氏が平板測量時に打設し

た杭を基点とし、窯体方向にグリッド設定を行った。続い

て平板測量を行い調査区周辺の全体図を作成した。

第 3章 調査成果

窯体・灰原の調査  窯体の遺存部分および灰原の確認作

業を行った。まず、灰原の範囲確認のため、窯体前の平坦

部に十字形に試掘 トレンチを設定した。その後、窯体を掘

り下げ、遺存状況を確認 しながら随時遺物の検出・記録

(出 土状況図作成)・ 取 り上げ作業を行つた。窯体は、排

煙日付近から焼成部、焚口という順序で検出していった。

前庭部南側に灰原のピット (SP 01)を 1基検出したため、

断ち割り調査を行った。

整理作業  現地調査が終了したのち、しばらくの期間を

経て平成16年度より本格的に遺物整理作業を開始した。遺

物洗浄、注記作業、分類、接合、実測、復元、 トレース、

写真撮影、報告書作成を順次進めた。

整理作業に際し、富山大学考古学研究室所属の福沢佳典

氏、間野 達氏 (以上大学院生)、 久保浩一郎氏 (学部生)

の協力を得た。彼らの積極的かつ意欲的な取 り組みがなけ

れば、本書の刊行をみることはなかった。哀心より謝意を

表するとともに、彼らの将来の発展を期待して止まない。

また、遺物写真の撮影には、富山県埋蔵文化財センター

と福岡町教育委員会の撮影スタジオをお借 りすることがで

きた。撮影指導を頂いた神保孝造氏、酒井重洋氏 (富山県

埋蔵文化財センター)な らびに栗山雅夫氏 (福岡町教育委

員会)に深 く謝意を表 したい。 (野原 )

i 埋蔵文化財保護対策五県協議会2003『埋蔵文化財本発掘調査

積算基準に係る発掘作業内容及び作業量の標準」

≦

ｓ

X座 標 Y座 標

イオ琵３窮
、
、、

イ″″一´

＼ 解

Fig.7 調査区グリッド位置図 (Sctte=1/200)
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第 3章 調査成果

(2)調査日誌抄

〔第1次調査 :平成10年度 (1998)〕

H10(1998).8.28 グリッド杭・BM杭測量

8.29 平板測量、灰原 トレンチ設定・掘削

8.30 平板測量、灰原 トレンチ記録作業

914 バックホウ掘削

915～ 9,25 窯体内人力掘削

926 調査完了 (実働9日 間)

〔第2次調査 :平成11年度 (1999)〕

H ll(1999).524 窯体内遺物検出・清掃

525～ 5,26 窯体内遺物出土状況図作成

5.28 窯体内遣物取 り上げ

531 焚日付近断面図作成

61 窯体焼成部断ち割 り ,記録作業

62 窯体焼成部記録作業

63 灰原 SP 011FH削

64 灰原 S P 01記 録・遣物取 り上げ作業

調査完了 (実働9日 間)

〔整理作業〕

H16(2004)

H17(2005)

415～520 洗浄・注記・分類・復元

526～ 75 遺物実測作業

7.12～ 713 遺物写真撮影 (県埋文センタィ
)

716～ 720 遺物拓本

128～ 129 遺物写真撮影 (福 岡町教委 )

130 文章執筆

331 報告書刊行 liX
(平成¬年度)

饒ド|

1下

|`‐ミ

,■｀

輔とv
1無

|ヽ |

事前準備・下草刈り (平成10年度 )

平板測量風景 (平成10年 度 )

楽 しい整理作業の様子 (手前から久保、間野、福沢、野原 )
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第 1節 調査方法と調査経過

o                            500m

Fig 8 安川天皇窯周辺の地形図 (昭和44年 (1969)砺波市作図)Sctte=1川 0,000
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第 3章 調査成果

第 2節 窯体の構造と灰原の状況

窯周辺の地形状況  砺波平野を見下ろす芹谷野段丘縁辺

部、起伏に富んだ丘陵の北東側斜面地に窯は位置 している。

標高は、約140mを 測る。栴檀野窯跡群は、増山支群の一

部を除き大半が平野に西面する丘陵斜面に立地するのが特

徴である。山林資源の用役問題や製品の供給地、射水丘陵

窯跡群との関連が考えられる。

窯体の破壊状況  皮肉にも窯の破壊が発見の端緒となっ

た経緯 もあり、その過程を述べたい。地元住民に発見され

る (平成5年 )以前、遺物が出土するということで土地所

有者が窯体の焼成部から焚日付近までバックホウでそっく

り掘 り返 したということである。西井氏の論文によると、

「発見時はすでに窯体の横断面が丘陵の赤土面に露呈 した

状態Jにあったという。氏の教示によると、この段階では

窯体の焼成部が掘削されてお り、断面観察から容易に「地

下式害窯Jと 判断できたという。焼成部上半と排煙口およ

び焚回は遺存 していた。その後、平成10年 、砺波市教育委

員会が調査の迅速化を図るため、バックホウで窯体上部の

土を除去する際に排煙口を含む上半部と焚口付近をさらに

掘削 してしまったのである。焼成部床面だけが破壊から免

れ、窯跡にしては少量の遺物を検出するという結果になっ

た。窯体調査に細心の注意が払われなかったこと力`晦やま

れる。

(1)窯体の構造

窯体の構築  窯体は、丘陵斜面の傾斜に沿って黄褐色粘

質上である地山層 (青井谷泥岩層)を掘 り込んで構築され

ている。泥岩層中の層理には、焼成時の火熱がまわり、帯

状に赤変 している箇所がみられた。

窯構造 (Fig。 12)  一般的な須恵器窯の形態である、単

室の害窯構造である。窯体の大部分が破壊されている状況

であるが、①地山を深く掘 り込んで造成されていることや

②焼成部の断面形状がフラスコ状を呈すること、ただし天

井材と思われる崩落土が恒久的な天丼 (地山)であると判

断しかねることから、掘 り抜き構造 (地下式)iも しくは

天丼架構構造 (半地下式)が考えられる。また、焼成部狽】

壁が床面に向かいオーバーハングしており、側壁には天丼

となる構築材は認められなかった。窯体は、地下深 く掘削

しているため、西井氏は論文中で「地下式害窯」と報告さ

i 窯構造分類や各施設名称等は、すべて窯跡研究会 (2004)F須
恵器構造資料集2-8世紀中頃～12世紀を中心にして一』に拠
つている。また、須恵器窯の計測項目と計測方法も同資料集
より採用している。

計 測 値

窯跡群名

窯 跡 名

構 造 名

排  煙

燃焼焚口

窯体実効長

窯体水平長

窯体実長

焼成部長

燃焼部長

最 大 幅

焚 口 幅

焼成境幅

奥 壁 幅

煙 道 径

窯体実効高

宗体内最大高

煙 道 長

窯体床面積

焼成部床面積

燃焼部床面積

焼成部床傾斜

燃焼部床傾斜

残  存

修復回数

時  期

栴檀野窯跡群

安川天皇窯

掘 り抜 き構造・地下式 (A類 )

天丼架構構造・半地下式 (Bl類 )

Ⅱ類 or Ⅲ類

あ類 (推定 )

600c14(推 定値 )

650帥 (推定値 )

450cm(推 定値 )

160cm

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

9,751n(推 定値 )

6.751n(推 定値 )

30° 十

30° 十 (推定値 )

不良

1回

8世紀中葉

Tab,2 安川天皇宗計測表

れている"。 しか し、 トンネル状に掘 り抜かず、天丼の頂

上部分のみを架構する地下天丼架構式 (Bl類 )の可能性

も否定できない。ここでは窯跡研究会 (2004)の 窯構造分

類に基づ き、地下式・半地下式の2種 の可能性があること

を断つておきたい。

窯体は等高線にほぼ直交 し、主軸方向をN-85° ―Wに と

る。丘陵の傾斜に沿って、窯体を構築 してお り、焚口から

前庭部付近で傾斜が変換する。遺存状況から推定する限 り、

平面形態は前庭部から焚口で窄まり、燃焼部から焼成部下

半あたりで くびれ (燃焼部の絞 り)がみられる。これは、

火まわり・熱効率を上げるための構造と考えられる。

窯の規模  詳細な計測値を上表に示 した (Tab 2)。 遺

存状況が芳 しくなかったため、項目の多 くが推定値 (復元

値)と なっている。

排煙部 (煙出 し)  焼成部の傾斜が窯尻付近で変換 し急

角度となることから、焼成部床面傾斜のままに窄まるよう

に排煙口が存在する奥部開口型 (I類 )は考え難い。また、

傾斜煙道や側壁に付設される煙道も状況から難 しいため、

� 西井龍儀 1994「 利波郡における分窯とその背景J『北陸古代
土器研究』第4号 北陸古代土器研究会

称
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…
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窯周辺平面図  Scale=1/300

第 2節 窯体の構造と灰原の状況

A

||  |  |

窯体断面図

A

|  |  |
10m

Scale=1/100

窯周辺平面図 (Sc』e=1/300)、 窯体断面図 (Sctte=1/100)

※平成0年 (1994)、 西井龍儀氏を中′いとし作図。西井氏より提供を受け、lg」載.

Fig.9
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F咆 .10 窯体周辺全体図 (Scale=1/60)
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掘 り込み ライン

南北試掘 トレンチ

東西試掘 トレンチ

b

掘 り込みライン

L-138.100m

暗褐色粘質土 (10 YR3/4)

にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)

褐色粘質土 (10 YR4/6)

暗褐色粘質土 (10YR3/3)

黄褐色粘質土 (10YR5/8)。 盛̈土 (窯体掘削排土)か ?

褐色粘質土 (10YR4/4)十 黒色粘質土 (10YR l.7/1)

十黄褐色粘質土 (10YR 5/8)・ …混合層

褐色粘質土 (10YR4/6)・…盛土 (窯体掘削排土)か ?

褐色粘質土 (10YR4/4)
黒褐色粘質土 (10YR2/3)

黄褐色粘質土 (10YR5/6)

明黄褐色粘質土 (10YR6/8)

褐色粘質土 (10YR4/6)
にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)

褐色粘質土 (10YR4/6)

明黄褐色粘土 (10YR6/6)・ …地山

o                         3m

Full 灰原試掘トレンチ断面図 (Sctte=1お 0)

第 2節 窯体の構造 と灰原の状況

とその上に焼土や窯壁砕片の混入 した茶褐色土がのる。さ

らに陥没 した窯体天丼と黄白色の地山ブロックになる。窯

壁の立上 り隅には両側にスサ入 り粘土が貼 り足 してあ り、

厚い部分では約10cmに もなる」

燃焼部との境は明瞭ではなく、奥壁付近 も傾斜が変換 し

た箇所で上部が削平されている状況であつた。焼成部床面

は、青灰色～灰褐色を呈 してお り、酸化面を形成し硬化 し

ていた。また、焼成部の中程で壁を貼 り、幅が狭 くなって

いる箇所があつた (PL.3)。 高温により激 しく酸化 してい

る状況であつた。これは、火まわ り効率を良 くするため、

焼成部の絞 りの役目を果たしていたと考えられる。

側  壁  全体的に黒ずんでお り、タール吸着面 を形成

している。掘 り込み面直上 に被熱 を受 けた5・ 6・ 7層

(Fig.13、 d― d'断面)があ り、これが1次 目の操業段階と

考えられる。その後、1～4層 までの貼 り壁を施し、2次 目

の操業を行ったのであろう。また、焼成部上半の奥壁に近

い箇所で、土層中に窯壁 (天丼材)と 思われる土塊 を確認

した (Fig 13、 b― b'断面 )。 暗褐灰色土 と灰赤色土の上

部に酸化のため硬化 したような薄層片を数箇所検出、崩落

した窯壁 (天丼材)と 思われる。焼成部には、完全 に還元

していない杯蓋の重ね焼 きが出土 していることから、焼成

途中での天上部崩落によつて窯が廃棄 された可能
′
性が考え

られる。

遺物出土状況  窯体内遺物は、すべて焼成部床面からの

出土である。出土状況図は、Fig,14に 示 している。ただし、

焼成部上部 も掘削の影響を受けているので、本来遺物は検

出量以上に遺存 していたことは想像に難 くない。

窯内施設  焼成部床面の遺物が集中している範囲に拳大

の川原石を数点検出した。川原石には、タールが吸着 して

お り、焼成途中に破砕 したと考えられる須恵器片力湘虫着 し

たものもある。重ね焼 きの杯蓋3段 を含む遺物が集 中する

き＼＼ /

層位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

灰原 ドレンチ層序

消去法により、奥壁をもち煙道を持たず、大口排煙回が天

井に開日する上部開日型 (Ⅱ 類 )、 もしくは奥壁・煙道を

持ち、煙道がほぼ直立する直立煙道型 (Ⅲ 類)が考えられ

る。煙道確認のため、上部に試掘 トレンチを入れ確認 した

が、傾斜煙道や焼成部床面同傾斜の煙道の存在は認められ

なかった。合わせて窯背部のテラスや土坑、その他窯体外

施設 も検出されなかった。

焼 成 部  窯体内で最 も遺存状況の良好な部位である。

床面の大部分 と恨1壁の一部を検出した。窯体断面が良好に

観察できた発掘調査前の状態を、西井氏が簡潔に記されて

いるので引用するi。 「両側壁はやや内湾 して立上るが天丼

部は潰れ、陥没 している。床面には敷砂があ り青灰色で、

この上部に崩落 したスサ入 りのまさにガリンガリンの窯壁

i 西井龍儀 1994「利波郡における分窯とその背景」『北陸古代

土器研究」第4号 北陸古代土器研究会 p71
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Flg.12 窯体平面図・エレベーション図 (Scae=1/50)
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層 位

第 2節 窯体の構造と灰原の状況

土   相

褐色土 (10YR4/6)…表土

明責褐色土 (10YR 6/6)… しまり弱。粘性やや強。

暗褐仄色土 (7.5YR7/2)¨ しまり弱。粘性やや強。シ

ルト塊含む。

暗褐灰色土 (75YR7/2)+灰 赤色土 (25YR6/2)__

窯体南側側壁断面図 b― b'

土  相

赤褐色土 (25YR4/6) 被熟あり。

明赤灰色土 (25YR72)・地山が被熟により変色。

窯体焼成部断面図(1)c― c'

灰色土 (N6/0)・“窯壁。被熟により堅く締まる。

明赤灰色土 (2.5YR7/2)地 山が被熟により変色。

黒色土 (7.5Y2/1)・炭化物多い。被熱。

灰褐色土 (75YR6/2)

灰色土 (5Y5/1)¨ 被熱。

黄灰色土 (2.5Y6/1)

淡赤橙色土 (25YR7/3)

明黄褐色土 (10YR 7/6)… 地山。被熱により、堅く締

まる。

宗体焼戌部断面図(2)d― d'

極暗褐色土 (7.5YR2/3)・ 焼̈土層。炭化物・遺物含

む。 (仄原2)

褐色土 (75YR4/3)
暗褐色土 (10YR3/3)・焼土 炭化物多い。遺物含

む。 (仄原1)

明黄褐色土 (10YR8/6)…地山

一
１

２

３

　

４

層位

一
１

２

３

４

５

６

７

８

層位

窯体焚き口付近断面図 e― e'

0
_           (1 :40)

2m

断面図 (Sc』e=1/20b― b' のみ1/40)
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Fig.14 窯体内遺物出上状況図 tscale‐1201
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0                  1m

日g15 SP01(灰原)遺構図 (Sctte=1/20)

範囲の床面にあることから、焼 き台として使用 していたと

考えられる。また、周辺からは焼 き台に転用 したと考えら

れる甕胴部片を検出している。越中において、8世紀段階

で礫を焼 き台として使用する例は少ないというi。

奥  壁  焼成部床面傾斜が窯体末端部で変化すること

から、傾斜壁が存在 したと推定される。

燃 焼 部  燃焼部および燃焼部日は、破壊されていた。

焚  口  西井氏論文 (1994)に よれば、「焚回の袖壁

はやや外傾 し、地表まで約1.4mの深さがある」とのことで

ある。緩 く焼成部に向かう型式で、焼成部境から焚口まで

ほぼ同 じ幅 をもつ「あ類」 と`考 えられる。西井氏作図

(Fig。9)の断面図には、窯体の焚口付近に舟底状 ピットの

ような落ち込み地形が点線で示 してある。東西幅約1.3m、

深さ約0.3mを 測る。

前 庭 部  窯体は丘陵斜面 とほぼ同傾斜で構築 されて

お り、焚日付近で傾斜が変換 し、前庭部および灰原では平

坦面が広がる。西井氏論文 (1994)に よると、「前庭部は

焚国の袖壁立上 りまで約1.2mの 平坦面を残 しているJと

ある。

池野正男氏のご教示による。

窯跡研究会 (2004)『須恵器構造資料集2-8世紀中頃～12世

紀を中心にして一』

第 2節 窯体の構造 と灰原の状況

層位 土   相

1  褐色土 (10YR4/6)。一炭化物・腐蝕礫多い。二次的堆

積物。
2  灰褐色土 (7.5YR4.2)・ 炭̈化物・腐蝕礫多い。窯壁片

・遣物含む。
3  2に 同じ

4  明灰褐色土 (7.5YR7/2)・ …崩落上の一部か ?

5  褐色土 (7.5YR4/3)
6  褐色土 (7.5YR4/3)…・炭化物・腐蝕礫・窯壁片含む。

7  明灰褐色土 (7.5YR7/2)・ …崩落土の一部か ?

8  暗灰黄色土 (2.5YR4/2)。 …窯壁含む。
9  褐色土 (7.5YR4/3)・ …炭化物・腐蝕礫・窯壁片・遣物

含む。
10  褐色土 (7.5YR4/3)・ “炭化物・腐蝕礫・窯壁片・遺物

含む①
■  灰褐色土 (5YR4/2)・…遺物含む。
12  暗褐色土 (10YR3/3)
13  灰褐色土 (5YR5/2)・ "遺物含む。
14  明灰褐色土 (7.5YR7/2)・ 崩̈落土の一部か ?

SP01(灰 原)層序 f一 f'

(2)灰原の状況

灰原の確認  窯体の前面、前庭部下に平坦面が広がつて

お り、灰原である可能性が高いということで窯体調査に入

る前に試掘 トレンチを掘削 し、確認を行つた。トレンチは、

窯体に直交・平行するように十宇形に南北・東西の2本 を

設定 した (Fig。 10)。 また、窯体調査時に前庭部南側で遺

物を含む炭化物層を確認 し、SP 01と して掘削 した。

灰原の範囲  結果、試掘 トレンチでは数点の遺物 を検出

したものの、遺物の集積や灰層など灰原を示す状況ではな

かった。南北 トレンチでは、断面に掘 り込み状の落ち込み

がみられ、窯体造成時の排土 と思われる5層 (地山 と近似

する)が充填 されている状況である (Fig.11)。 焚 日付近

から約2mの ところなので、窯体造成に伴 う整地、前庭部

のテラスを構築 した痕跡の可能性 も考えられる。

S P 01(Fig.13・ 15) 前庭部南側で確認 したピツトで

ある。前庭部狽I壁 に沿うように存在 し、遺物や炭化物を含

む2層 の黒掲色± 1・ 3層 (Fig,13、 e― e'断面)があるこ

とから、灰原 と判断 した。黒褐色土は楕円形状の ピッ ト

(Fig。 15)の上部に堆積 している。1・ 3層 ともに焼土や炭

化物を多 く含む。また、ピットからは、遺物が集中的に検

出されるとともに、被熱によると考えられる腐蝕礫や窯壁

片が出土 している。

操業回数  灰原 (SP01)に おける上下層の黒褐色土か

ら、西井氏は少なくとも「二次にわたる操業」を推定 され

ている。床面の被熟範囲が4笏復時の貼 り壁下まで存在する

状況から、二次の操業を考えたい。また、窯体内お よび灰

原の出土遺物に時期差がほとんど見られないことか ら、天

井部崩落によりこの窯は短期間に操業し廃棄された可能性

が考えられる。

-19-
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第 3章 調査成果

第 3節 出土遺物の検討

(1)窯体内出土遺物 (Fig。 16～ 19)

安川天皇窯窯体内からは、須恵器304破片が出土 し

ている。

杯 蓋  1～ 18は 杯蓋である。1～ 3・ 5・ 61ま 口径が

11.5～ 14.Ocm前後の小型品で、器高2.6～ 3.Ocm未 満の扁

平な形態のものである。縁端部の形態はいずれも端部

を外方に反らせる外反である。 11よ 端部破片であ り、

回径11.6cmを 測る。広日瓶の可能性がある。焼成は還

元軟質である。2は 口径14.Ocm、 器高2.7cmを 測る。つ

まみは完存 し、扁平な宝珠形を呈する。外面は頂部か

ら体部にかけ幅0 9cm程 度の回転箆削 りを施す。31よ 口

径12.6cmを 測る。外面は頂部から体部にかけ幅1.Ocm程

度の回転箆削 りを施す。頂部にはつまみをつける際の

撫でつけ痕が残るが、回転箆削 りが及んでいたものと

考えられる。4・ 7～ 18は 口径13.5～ 16.Ocmの 大型品であ

る。7は端部が欠けるが、つまみが完存 し、高い宝珠

形を呈する。外面は頂部から体部にかけ幅0.8cm程度

の回転箆削 りを施す。8は 口径 14 6cm、 器高3.45cmを 測

る。つまみは完存 し、宝珠形を呈する。調整は内外面

回転撫でを施す。焼成は還元軟質である。 91よ 口径

14.8cm、 器高3.85cmを 測る。つまみは完存 し、宝珠形

を呈する。8・ 91ま ともに回転箆切 り後撫で調整である。

焼成は遠元軟質である。10は 口径 14.35cm、 器高は3.6

cmを 測る。つまみが完存 し、高い宝珠形を呈する。外

面は頂部から体部にかけ幅1.3cm程 度の回転箆削 りを

施す。焼成は還元軟質である。11は 口径 15.Ocm、 器高

2.85cmを 測 り、大型のものの中では扁平である。つま

みが完存 し、扁平な宝珠形を呈する。頂部に幅約 1.0

cm程度の回転箆削 りを施す。12は 回径 14.4cm、 器高3.4

cmを 測る。つまみが完存 し、扁平な宝珠形を呈する。

外面頂部から体部にかけ幅1.Ocm程 度の回転箆削 りを

施す。13は 14.4cm、 器高3.3cmを 測る。焼成は遠元軟質

である。15は 日径 13.8cm、 器高3.5cmを測る。つまみが

完存 し、中凹形を呈する。16は 口径14.6cm、 器高3.8cm

を測る。つまみが完存 し、宝珠形を呈する。頂部は尖

らず面を成す。外面は頂部から体部にかけ幅1.Ocm程

度の回転箆削 りを施す。焼成は還元軟質である。18は

日径 14.9cm、 器高3.lcmを 測る。つまみが完存 し、扁平

な宝珠形を呈 し、頂部は尖らず面を成す。外面は頂部

から体部にかけ幅0.9cm程度の回転箆削 りを施す。焼

成は還元軟質である。8・ 16・ 18は 有台杯49～ 51と とも

に重ね焼 きの状態で出土 した。

還 物 図 版 局 例

1.遺物の各部位名称および遺物実浪I図 上の表現方法は、下図の

とおりである。

2 遣物図版の縮尺は、すべて 1/3に統一している。

3.遺物図版の右側断面にある「戸
~~~¬

」は箆削 りの範囲を表現

している。〔参考 :小松市教育委員会2002『 ニツ梨一貫山窯跡』〕

4.遺物図版中の右断面にある白抜 き破線は、粘土紐接着痕を示

してある。

5。 遺物断面については、以下

のように表現している。 一
□

須恵器

土師器

外底面

杯蓋 Ⅳ :口径 1160～ 14 0cm
器高265～ 2 7cm

無台杯 :口径 108～ lS 9em

供膳具の形態分類

杯董 Ш :口径 138～ 16 0em
器高285～ 4 0cm

有台杯 Ⅳ :口径 107～ 12 5en

有台杯 皿 :口径 130～ 14 2cm
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無台杯  19～ 36は無台杯である。全て切 り離 しは回転箆

切 りであり、切 り離 し後の調整を施すものはほとんどない。

日径は118～ 15 8cmで ある。椀 タイプと扁平タイプが確認

できるが、両者は法量・形態 ともに区別がつきづらくなっ

ている。基本的には1法量で、径高指数26程度のものが主

体 とな り、やや器高が高いもの (Fig,16-29)や 、器高は

同じであるが口径が大 きいもの (Fig 16-36)な どバ リエ

ーションがある。径高指教26の 定型的なグループは口径

120～ 14 3cm、 器高31～ 3.7cmで あ り、体部のタト傾度 も同じ

で、ほぼ直線的に立ち上がる。焼成は26,30・ 32・ 34が還元

硬質、 19。 2卜 31・ 35が還元軟質、20・ 22・ 24・ 27が酸化硬質、

29が酸化軟質である。27・ 301ま外底面に箆記号がある。い

ずれも全形は確認できないが、「×」 と考えられる。29は

口径13 4cal、 器高4 0cmを 測 り、径高指数30である。径高指

数26の ものと比べて、体部が垂直に近 く立ち上がる。焼成

は酸化軟質である。36は 器高3.3cmと 他の無台杯 と同 じで

あるが、口径15,8cmと 大型で、径高指数21である。体部の

外傾 も強い。焼成は酸化軟質である①

有台杯  37～ 51は有台杯である。37～ 43・ 45は 口径 10.5

硼以上13 0cm未満の小型品である。44・ 46～ 51は 口径13 0cm

以上14.5cm未 満の大型品である。外底面の調整はいずれも

回転箆切 り後無調整で高台を貼 り付ける際の撫でが中心ま

で及ばない。小型品は37・ 38・ 40・ 41・ 43・ 45が還元硬質であ

るが、大型品は46の みが硬質であ り、その他は還元軟質で

ある。高台形態は全て高台端部を撫でて外方をつまみ出す

ものであり、外端が接地するが、44はつまみ出しが弱 く両

端が接地する。

広口瓶  52は広口瓶である。口径17.Ocmで 、回頸部はラ

ッパ状に開き、日縁端部は上方に屈曲する。調整は内外面

回転撫でを施す。焼成は還元軟質である。

壺  53は三肩部である。肩部の稜はそれほど明瞭ではな

く、九みをもつ。調整は内外面カキロを施す。焼成は遠元

硬質である。

横 瓶  54・ 55は横瓶である。54は横瓶狽I部であ り、粘

土円盤による閉塞が確認できる。調整は外面がカキロ、内

面が回転撫でを施す。55は横瓶の胴部であり、外面は平行

叩き、内面には同心円文当て具痕を残す。

甕  56～ 661よ 甕である。56は 小型甕である。日頸部が欠

けるが、口径15～ 20cm前 後になると考えられる。外面は平

行叩きの後に胴部上半にカキロを施 し、内面は同心円文当

て具痕を残す。焼成は還元硬質であるが、同一個体であっ

ても破日同士の接合がうまくいかず、焼成中に割れた後に

かなりの高温を受け焼 き歪んだと考えられる。57～ 59は 中

第 3節 出土遺物の検討

型甕である。57は 口径30 2cm、 58は 日径29,Ocm、 59は 日径

27.4cmを 測る。いずれも口縁部形態は日縁端部の外方を撫

でてつまみ出すもので、波状文、突帯、沈線等の装飾はみ

られない。57は 内外面回転撫で、58は体部外面 にカキロ、

内面に同心円文当て具痕を残す。59は外面にいわゆる窯ク

ソが熔着するが、平行叩きを施 し、内面に同′とヽ円文当て具

痕 を残す。いずれも焼成は還元硬質である。61・ 621よ肩部

である。ともに外面平行叩き後粗いカキロを施す。64は底

部であ り、九みを持つ。60・ 63・ 65。 66は胴部である。外面

には平行叩きを施 し、内面には同心円文当て具痕を残す。

(2)灰原・窯体外出土遺物 (Fig。20・ 21)

安川天皇窯灰原・窯体外から、須恵器247破片、土師器22

破片が出土 している。

杯 蓋  67～ 75は杯蓋である。67～ 71・ 73・ 74は 国径H.5

～14.Ocmの 小型品である。つまみまで完存 し器高がわかる

ものは69・ 74だけであるが、器高2.5～ 3.Ocmの 扁平な形態で

ある。67・ 68・ 70・ 71は縁端部の破片である。内外面回転撫

でを施すが、頂部の調整は不明である。いずれ も焼成は還

元硬質である。691ま 口径12.8cm、 器高2 7cmを 測る。つまみ

が完存 し、宝珠形を呈する。調整は内外面回転撫でを施 し、

頂部から体部にかけ幅1.Ocm程 度の回転箆削 りを施す。頂

部中心はつまみを貼 り付けた際の撫で付け痕が残る。焼成

は逮元やや硬質である。73は つまみを欠 くが、内外面回転

撫でを施 し、頂部から体部にかけ回転箆削 りを施す。日径

は14.Ocmと やや大きいが、器高が低 く小法量のグループに

入る。74は 日径 13.4cm、 器高2 65cmを 測る。つ まみが完存

し、扁平な宝珠形を呈する。調整は内外面回転撫でを施 し、

頂部から体部にかけ幅1 0cm程 度の回転箆削 りを施す。焼

成は遠元硬質である。小法量の杯蓋のいずれも縁端部は外

反する。72・ 75は 口径 14.Ocal前 後～16 0cmの 大型品である。

72は縁端部の破片で、日径14.6cmを 測る。内外面回転撫で

を施す。縁端部は強い撫でにより外反する。75は 口径14.8

cm、 器高3.8cmを 測る。つまみの頂部は欠損するが、扁平

な宝珠形を呈する。調整は内外面回転撫でを施 した後に、

頂部から体部にかけ幅0.5～ 0 9cm程度の回転箆削 りを施す。

縁端部は外反する。焼成は還元やや硬質である。

杯  76～ 87は杯である。全て口縁部破片であ り、有台杯

か無台杯か明確な判断ができないものを杯 として掲載 した。

76は 日径が10 0cmと 小さい。内外面回転撫でを施 し、焼成

は還元硬質である。79は日径11.8cmで内タト面回転撫でを施す。

体部中位で外反 し、小型の有台杯の可能性がある。831よ や

や厚手で、日径 13.Ocm、 器高は4.Ocm以上の深めの杯である。

内外面回転撫でを施 し、焼成は還元軟質である。871ま 口径

16 6cmと 大きく、体部の外傾も強い。焼成は還元硬質である。i 径高指数=器高■口径×100で算出した。
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第 3章 調査成果

無台杯  88～ 1021よ無台杯である。日径は12.5～ 15,9cmで

ある。窯体内出土 と同様に径高指数26程度が主体 となる。

体部の外傾度 も窯体内出土の もの とほぼ同 じであるが、

96・ 102の ように立ち上が りが強いものもある。901よ 口径

12.5cm、 器高3.95cm、 径高指数32である。体部の立ち上が

りも強い。焼成は還元軟質である。94は 口径 13 4cm、 器高

2.9cmを測 り、扁平な形態である。内外面回転撫でを施す。

焼成は89・ 90・ 91・ 101が還元軟質である。

有台杯  102～ 105は 有台杯である。いずれも大型品であ

る。103は 口縁部が欠けるが、日径14cm前後 と考えられる。

調整は内外面回転撫でを施す。焼成は還元硬質である。

104は 口径 13 4cm、 器高4 3cmを 測る。内外面回転撫でを施

し、体部上半は撫でにより薄 くなる。105は 口径 14.2cm、

器高4.05cmを 測る。本窯跡出土の有台杯の中では最 も口径

が大きなものである。調整は内外面回転撫でを施す。いず

れの高台形態も外方をつまみ出す ものであるが、103・ 104

はつまみ出しが大 きく外端が接地するが、105は つまみ出

しが弱 く、両端が接地 し、高台も低平である。

鉄 鉢  106～ 108は 鉄鉢である。いずれも口縁部破片で

底部の形態は不明である。106は 口径 12.4cm、 107は 口径

17.2cm、 108は 16.4cmを 測る。いずれも調整は内外面回転撫

でを施 し、調整は還元硬質である。

土師器甕  109。 1141よ長胴甕である。109は 口径21.8cmを

測る。調整は内外面回転撫でを施す。口縁部形態は日縁端

部を上方につまみあげるもので、内面に稜をもち外面に平

坦面をつ くる。胎土は白色の砂粒が多 く混 じり、焼成は酸

化軟質である。114は 口径20 8cmを 測る。調整は内外面回

転撫で後、日縁内面、体部外面にカキロを施す。日縁部形

態は日縁端部を上方につまみ上げるもので、外面に凹面を

つ くる。109同様に胎土に砂粒 を多 く含むが、焼成は還元

硬質である。

瓶 類  1101よ 瓶類口縁部である。口径 12.8cnaを 測る。

薄手で、日縁端部はつまみあげ、内面に稜をもつ。焼成は

非常に堅緻で遠元硬質である。

広口瓶 1111よ広口瓶頸部である。内外面回転撫でを施す。

焼成は還元硬質である。

重  112・ 113は 壺胴部下半である。1121よ外面平行叩き後

カキロ、内面回転撫でを施す。113は外面カキロ、内面回

転撫でを施す。

甕  115～ 1171よ 奏である。115,116は 口頸部で、日縁部

形態は口縁端部をつまみあげ、端面をつ くりだす ものであ

る。115は 口径26.6cm、 116は 29 0cmを 測る。いずれも日頸

部は短 く、波状文等の装飾はみ られない。中型甕である。

117は胴部下半である。外面は平行叩 き後カキロ、内面は

同心円文当て具痕を残す。焼成は還元梗質である。

(3)小 結

安川天皇窯ではTab.3に 示す ように、破片数で須恵器

573破 片、土師器22破片が出土 した。灰原からの出土遣物

も多 く、最低2回 以上の操業がなされたと考えられるが、

窯体内・灰原出土遺物に大 きな時期差はないと考え、本章

では一括 して検討する。以下、器種構成、各遺物について

述べる。

器種構成比率  法量の大小を別にしても、杯蓋、有台杯、

無台杯、鉄鉢、横瓶、広口瓶、広口壺、狭口壺、甕、長胴

甕の10器種が存在する.。 その器種構成比率をみると、食

膳具は935%と 高い比率を占める。

食膳具の構成比率についてみると、有台杯の比率が最 も

高 く、無台杯 との量比は約16:1(無台杯 と蓋の量比はほ

ぼ等量)である。 また、少数ながら鉄外が存在する。

貯蔵具では、甕が40.0%、 瓶。重類が600%と やや瓶・壺類

が多い。煮炊具 は長胴甕のみで、全体 に占める割 合 も

2.0%と 少ない。

杯 蓋  Ⅲ :口径 14.Ocm前 後～16.Ocm、 器高3.Ocm前 後～

4.Ocm、 Ⅳ :口径 11.5～ 14.0∽ 前後、器高2.5～ 3.Ocm未 満の2

種に分類で きるh。 法量Ⅲは口径14.6cm前後に、法量 Ⅳは

13.lcln前 後に分布の中心がある。量的に主体 となるのは法

量Ⅲであり、法量Ⅳとの比率は約4,7:1である。

杯蓋の製作技術 について縁端部の形態、外面調整の2点

について検討 した。

縁端部の形態は全て外反である。同じ福山支群の福 山1

号窯、福山大堤窯の杯蓋は縁端部の形態が端部を折 り曲げ

ただけの折曲が主体であ り、増山支群においても外反形態

のものはわずかに認められるが、安川天皇窯のものと比べ

短 く、外反 も弱いため折曲形態に近い。杯蓋の縁端部形態

は後述する有台杯の高台形態 とともに、安川天皇窯の特徴

といえる。

外面の調整は回転箆削 りを施すものと、撫でを施す もの

に大別できる。回転箆削 りを施すものは、頂部を面的 に削

る頂部箆削 り、頂部の全面と体部に1～ 2条の削りをカロえ稜

をつ くり出す頂十体部箆削 りに分類できる。確認できた破

片の中で、回転箆削 りを施す ものが全 f4kの 77.4%を 占め、

頂十体部箆削 りが74.2%と 最 も多い。法量別にみると撫で

のものと頂部箆削 りを施すものは法量Ⅲのみであり、法量

Ⅳは頂十体箆削 りで統一される。

有台杯  Ⅲ :口径 13.0～ 14 5cm未 満、Ⅳ :口径10.5～ 130

i 貯蔵具類の分類については北野博司氏の分類案を参考に した。

北野博司 1999「須恵器貯蔵具の器種分類案J『北陸古代 土器

研究』第8号 北陸古代土器研究会

ii 後の考察で述べる福山1号窯、また有台杯との関連を考え、法

量 I・ Ⅱではなく、法量Ⅲ・Ⅳとした。
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器種/計測法 口縁部計測法 破片数計測法

第 3節  出土遺物の検討

るが、明確に区別することはできず、法量でも椀タイプが

わずかに深身の傾向が窺えるだけである。

無台杯の製作技術について有台杯 と同様に外底面の調整

を検討 したが、有台杯 と同様に91.0%が回転箆切 り後無調

整と高い比率を占め、削 りが1.6%、 撫でが74%と わずか

にある。削 り、撫でを施すものはいずれも扁平タイプに多

く、特にFig.16-27は 箆記号をための所産 と考えられる。

しかし、有台杯 とは違い、ほとんどのものが刷毛目状の工

具痕を残す。

鉄 鉢  全て口縁部破片であ り全形を確認できるものは

ないが、口径12.4cmと 小型、やや厚手で、日縁部の湾曲が

強いもの (Fig 21■ 06)と 口径 16.0～ 17.5硼 と大型、薄手

で、日縁部の湾曲が円滑なもの (Fig 21■ 07・ 108)に分類

できる。灰原資料であるが、福山1号窯で鉄鉢が出土 して

お り、口径30.Ocmと 本窯出土のものよりかなり大型ではあ

るが、薄手のタイプとみられる。

瓶・壺類  ここでは器種構成を中心に述べる。日縁部計

測法では器種構成比率を把握できないため、破片計測法で

検討すると、器種を把握できた中では広口瓶、広日壺が最

も多 く、横瓶が続 く。狭口重はわずか4破片を確認できた

に過ぎず、長頸瓶は確認できない。

甕  口径25.0～ 30 0cmの 中型甕であ り、口頸部が短 く、

日縁端部の外方を撫でてつまみ出す形態で、波状文・突帯

などの装飾はみられない。

土師器甕  長胴甕のみである。口縁部は口縁端部を上方

へつまみ上げる。砂粒 を多 く含む胎土で他の瓶・壼類 と区

別できる。確認 した22破片中12破片が須恵質である。

焼 成  還元焔焼成で青灰色のものを還元硬質、灰白色

のものを還元軟質とし、その中間のものは還元やや硬質と

した。同じく酸化焔焼成で暗赤灰色のものを酸化硬質、黄

橙色のものを酸化軟質、その中間のものを酸化やや硬質と

した。還元やや硬質、酸化やや硬質については基準幅が大

きくなってしまったが、今回の検討結果には支障はあまり

ないと考える。安川天皇窯全体をみると (Tab.14)、 還元

硬質、還元やや硬質合わせて63.6%、 遠元軟質を合わせて

も89.5%と 窯内が還元雰囲気であつたといえる。鉄鉢を除

いた食膳具をみると、還元軟質のものが半数近 くを占め、

貯蔵具が硬質を保つているのと異なる。中でも無台杯は軟

質の比率が高 く、富山市古沢窯でも同様の傾向を示 してい

る�。有台杯は全て還元質であ り、法量Ⅳは硬質を保つ。

長胴甕は半数が須恵質である。鉄鉢は還元硬質と焼成が一

定 してお り、数量が少ないこともあるが、仏器としての用

途のための結果とも考えられる。

杯蓋

有台杯

無台杯

鉄鉢

食膳具総計

11.4 (25.5)

18.6 (41.6)

11.5 (257)

03 (0,7)

41.8 (93.5)

66(11.5)

90(15.り

163 (28.4)

5 (0.9)

324 (56.5)

横瓶

広口瓶

広口壷

狭口壺

瓶・壷類

甕

貯蔵具総計

※

0.4(0.9)

0.2(0.5)

0.5(1,1)

0.1 (0,2)

0,8 (文 .8)

2.0 (4.5)

9(1.6)

13 (2.3)

12 (2.1)

4 (0.7)

13 (2.3)

176 (30.7)

227 (39.7)

土師器甕

煮炊具総計

0。 9 (2.0)

0.9 (2.0)

22偲 .8)

22(3.8)

総 計 44.7 (100) 573 (100)

(口縁部計測法による括弧外は個体数、括SA内 は%、 ※は存在するが比率が

数値として表れないもの。破片数計測法による括弧外は破片数、括5A内 は%)

Tab 3 器種構成表

cm未満の2種 に分類できる。法量Ⅲの分布の中心は13.4cm

前後、法量Ⅳの分布の中心は11 4cm前 後にある。法量Ⅳに

ついては、器高が4cm以 上になるものと35～ 3,75cm程度の

もので分かれ、明確なつ くり分けがなされている。法量Ⅳ

がやや多く存在し、法量Шと法量Ⅳの比率は約1:16である。

なお、有台杯の法量は杯蓋の法量と対応 し、杯蓋Ⅲと有台

杯Ⅲが、杯蓋Ⅳと有台杯Ⅳがセットとなる。過半数を占め

る有台杯Ⅳに対応する杯蓋Ⅳが少量であり、小型の有台杯

Ⅳには無蓋のものも存在 していたと考えられる。

有台杯の製作技術について外底面の調整、高台の形態の

2点 について検討 した。外底面の調整は、93.8%が 回転箆

切 り後無調整であ り、撫でを施す ものは6.2%で 、全て小

型の法量Ⅳである。また、刷毛目状の工具痕を残すものも

少ない。高台の形態は外方をつまみ出すものが大多数を占

め、高台底面を撫でにより凹ませるものが法量Ⅲにわずか

に存在する。

無台杯  Tab.13の 法量分布図をみるとばらつきがある

が、基本的に1法量である。口径の中心は12.Ocal前 後と13.0

～13.5cmに あ り、16.0側弱の大型品も存在する。16.Ocm弱

の大型品は器高が3 5cm前後 と小型品と大差なく、径高指

数を異にする。形態では椀 タイプと扁平タイプに分類でき

i 杯蓋同様に、福山1号窯との関連を考え法量Ⅲ・Ⅳとした。

(福 沢 )

ii 富山大学人文学部考古学研究室 1989『越中上末窯』
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第 3章 調査成果

1 三= 43

だ 生 三 三 Ξ ttE三ご ≧ と 三 二 と 三 ≧ L10

16

Fig 16 窯体内出土遺物 (1) 杯蓋・無台杯 (Sctte=1/3)
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第 3節 出土遺物の検討

:=;

■■11

Fig 17 窯体内出土遺物 (2) 有台杯・瓶・横瓶・甕 (Sctte=1/3)
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日g.18 窯体内出土遺物 (3)
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甕 (Scale=1/3)



第 3節  出土遺物の検討

Fig 1 9 窯体内出土遺物 (4)
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第 3章 調査成果

[三:三:::::こ :::]==三
==三

二」」」と当、 67

70

6

72

Fig.20 灰原・窯体外出土遺物 (1) 杯蓋 。無台杯 。有台杯 (Sc』e=1/3)
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第 3節 出土遺物の検討

=ヽ「
―丁寸

~ 
π10

f`~

ガ

日g.21 灰原 。窯体外出土遺物 (2) 鉄鉢・土師器甕・瓶・甕 (Sctte=1/3)

Tab.4遺 物 観 察 表 (1)

暴督 導留   注 記    器種 雇舒暗場P庵岳安易守稔涌 (外D調
整
納D脱成 色調

(外面) (内 面 )

備  考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

TYTNo 14 990525   杯蓋

訛 号身著4誘8 杯蓋

TYr1  931123    杯蓋

TYTNo 41 990526  杯蓋

TYTNo 15 990525  杯蓋

TYT-1     杯蓋

TYTNo 40 990526   杯蓋

TYr27‐ 2       杯蓋

TYrl― F940611   杯蓋

TYTNo 32 990526  杯蓋

11.60(100)― (― )一

1400(200)― (― )2.70

12.60(30.0)― (― )一

1480(170)―  ( ― )一

1400(100)― (― )一

14.00(9,0)―  (― )一

― (― )― (― )一

14,60(80.0)― (― )3.45

1480(300)―  ( ― )3.85

1435(875)― (― )3.60

25Y8/1

5Y5/1

75Y6/1

25Y6/1  25Y5/1

10YR6/1 25Y5/1

N6/1

5Y6/1   10YR5/1

75Y8/1  25Y3/2

10YR8/1

2 5YV2

宝珠形つまみ。つまみ径29

海綿骨針合む。

外面に自然和付着。

外面に自然釉付着。

宝珠形つまみ。つまみ径30

宝珠形つまみ。つまみ径28
cm。 3段重ね焼き。未還元
状態。
宝珠形つまみ。つまみ径
2 75cm

宝珠形つまみ。つまみ径30

回転撫で

回転撫で ,箆肖1り

回転撫で。箆削り

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で ,箆削り

回転撫で

回転撫で

回転撫で・箆肖1り

回転撫で 不良

回転撫で 良好

回転撫で 普通

回転撫で 普通

回転撫で 普通

回転撫で 普通

回転撫で 普通

回転撫で 不良

回転撫で 不良

回転撫で 不良

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密
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第 3章 調査成果

Tab.5遺 物 観 察 表 (2)

版

号

図
番 導留 注記 器種 L舒 暗 瘍Pほ 儒 安 易P ttS (外 両

調 整

納 耐
焼成

ぃ 面

'調

い m胎 上 備 考

1l TYTNo 34 990526  杯蓋  1500(15.0)―  ( ― )285  回転撫で.箆削り  回転撫で 普通  25Y6/1 5Y7/1   密

12  TYT‐上1931123  杯輩  1440(40.0)―  ( ― )340  回転撫で 箆削り  回転撫で 普通 75Y7/1       密

13  TYr」 940505  杯蓋  1440(30.0)―  (― )330  回転撫で 箆削り 回転撫で 不良 25Y3/2      密

杯藍  1420(100.0)―  ( ― )330  回転撫で,箆 肖Jり  回転撫で 普通 75Y7/1       密

宝珠形つまみ。つまみ径
3 15cm

宝珠形つまみ。つまみ径
3 15cm。 海綿骨針合 む。

宝珠形つまみ。つまみ径
30oぃ。

宝珠形つまみ。つまみ径
3 0cm。

中凹形つまみ。つまみ径
3 3cm。

宝珠形つまみ。つまみ径2 9cm。

3段重ね焼き。末還元状態。

宝珠形つまみ。つまみ径
2 85cm。

宝珠形つまみ。つまみ径3 45cm。

3段重ね焼き。未還元状態。

自色微砂粒含む。

底部箆切 り後、粗い撫で
調整。

底部欠損。

細砂粒・海綿骨針含む。

底部欠損。

細砂粒・海綿骨針含む。

外底面に箆記号 (「×」か)

あり。

白色微砂粒含む。

繊FFttinE言卦馨留「
)

15 TYTNo 78 990531  杯蓋  1380(400)―  ( ― )3.50    回転撫で   回転撫で 普通 10YR5/1 5Y6/1   密

16   TYT27 6①    杯蓋  14.60(80.0)―  (― )330  回転撫です箆肖1り  回転撫で 不良 25Y8/2      密

14    TY「  94

17     TYT 94

22 TY卜
「

上 940505 無台杯  1180(15.0)―  (― )一

32    Y「 1

杯蓋  14.00(1000)―  ( ― )4J5  回転撫で 箆肖1り  回転撫で 普通 5Y6/1        密

13   TY「 27‐4    杯蓋  14.90(870)―  ( ― )3.10  回転撫で・箆肖1り  回転撫で 不良 5Y3/1  5Y8/2

19 TY「窯口排± 990530無台杯  13.00(288)860(25.0)3.35 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良 5Y6/1  25Y8/3

20     Y「 1     無台杯  12.00(20.0)6.40(200)3.20 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良  10YR6/4

21    YTH F    無台杯  1200(2ア .0)8.60(340)3.25 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良 75Y3/1 25Y8/1

密

密

密

密

回転撫で   回転撫で 不良 10YR8/2      密

日g16 23   TYT 94   無台杯 12.60(100.0)8.20(1000)365 回転撫で,底部箆切り 回転撫で 普通 5Y6/1        密

24 TYTNo 38 990526 無台杯 1260(250)7.80(50.0)3.10 回転撫で底部箆切り 回転撫で 不良 75Y3/1       密

25  TY l F 940611  無台杯  12.30(18.0)850(220)― 回転撫で   回転撫で 不良 75Y3/1       密

26 TYTNo 35 990526 無台杯  13.20(400)900(50,0)3.50 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 普通 5Y6/1        密

27 TYrNo 63 990526 無台杯  13.40(100)920(50.0)3.70 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良 75Y8/1       密

28    TYT 94    無台杯  12.60(1000)8.40(100.0)3.30 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 普通 5Y6/1        密

29科イNo 6/No l1 990526無台杯  13.40(125)800(25.0)4.00   回転撫で   回転撫で 不良 75Y8/1       密

30  TYT■ 1931123  無台杯  12.80(25,0)8.60(60.0)3.45 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 普通  5Y6/1        密

31  Yr¬ F940611  無台杯  12.60(60)3.00(170)3.40 回転撫で 底部撫で 回転撫で 不良 25Y7/2       密

無台杯  13.40(12.0)9.40(500)3.40 回転撫で,底部箆切り 回転撫で 不良  10YR7/1       密

33   TYT‐ 1上 84   無台杯  1340(25.0)3.00(50.0)3.60 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 普通  10YR7/35Y7/1   密

釧  TYrNo 36 無台杯 秘BO(Ю Ю )儀20(250)&30随 撫で疸 部箆切り 酷 撫で 普通 SY鮒  10Y6/4 密  累藝肝樫熱修歯峯督替百。

35   TY卜 1前 横   無台杯  1410(8,8)9.00(288)350 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良 25Y3/3      やや密

36 TYTNo 71 990528 無台杯  1580(80)10.40(18.0)3.30   回転撫で   回転撫で 不良 75Y7/6 25Y8/3 密

3ア   Y「 十F940611  有台杯  1070(54.0)ア.50(1000)400 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 普通  25Y7/1

38 MI下 931123Ю 40505 有台杯  1110(963)800(97.5)3.52 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 普通  N51

39 TY「 No 23 990525 有台杯  12,00(950)800(1000)370 回転撫で・底部箆切り 回転撫で  良  75Y4/2

40  TYT‐
「

F990611  有台杯  11.70(78,8)8.00(100,0)3.55 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良  N守

41  TYr下 940103  有台杯  ‖.30(1000)700(100.0)3.55 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良 75Y7/1

42  YT I F 940611  有台杯  11.40(67.0)7.70(950)400 回転撫で`底部箆切り 回転撫で 不良 25Y8/2

Fi9 17 43   TYT 931123   有台杯  1200(12.5)8.40(25.0)360 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 普通  5Y7/1

有台杯  1340(50.0)9.80(500)3.90 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良 25Y3/244       YT¬

5Y7/1  密   貼付高台。

N61   密   貼付高台。

密   貼付高台。

75Y7/2 密   貼付高台。外面焼成良好。

密   貼付高台。

密   貼付高台。

密   貼付高台。

密   貼付高台。

5Y7/2  密   貼付高台。

密   貼付高台。

5Y8/2  密   貼付高台。

密   貼付高台。

45  Y「」f940611  有台杯  12.50(38.0)9.00(9.0)375 回転撫です底部箆切り 回転撫で 普通  25Y73

46 TYT 1 940505前  有台杯  1300(200)9.20(350)4.00   回転撫で   回転撫で 普通  10YR4/1

47    TY「 322    有台杯  13.10(100.0)975(73.0)400 回転撫で,底部箆切り 回転撫で 不良 5Y8/2

48  TYT‐ 1931123  有台杯  1400(400)10.00(80.0)430 回転撫で 広部箆切り 回転撫で 不良 25Y8/1

49  TY「 275  有台杯 13.60(783)975(100.0)4.20回 転換で 底部箆切り 回転撫で 不良 75Y3/2    密  築鐘見農恙:段
重ね焼 き。
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Tab 6遺 物 観 察 表 (3)

黎督 導留  注 記  器種 尾命 環 易P ttG環 易ρ 穂昂  (外 D調
整

0内 耐
焼成

砂卜面身
調
m耐 胎士 備  考

50   TYT27 4③    有台杯 1400(870)1025(100.0)430 回転撫で底部箆切り 回転撫で 不良 5Y8/2

51 TYTNo 27 990526 有台杯 13,30(1000)990(100.0)4.10 回転撫で底部箆切り 回転撫で 不良 5Y8/2

回転撫で   回転撫で 普通  7 5YS/1

回転撫で カキロ 回転撫でカキロ普通  75Y5/1 N守

カキロ    撫で  普通  75Y5/1 5Y771

カキロ ロロき目   1口 き目  砦隼通  25Y5/1

カキ酢 平行岬
鞠 帥 き目

良 6Y8/2

密  築壇亮農恙:段
重ね焼き。

密  築鐘見泉恙:段
重ね焼き。

密

密   肩部片。

密

密

密   焼成堅緻。割れて歪みあり。

52  YT‐ 1-下  940505  広口瓶  1680( ― ) ―  ( ― ) ―

日g1753吾斗鴨鵠認語も 壺  ― (― )― (― )一

54    TYT l    横瓶   ― (― )―  (― )一

55 '出亀];!B:5 横瓶 ― (― )― (― )一

56 TYT‐ F940611 甕  ― (― )― (― )一

Fig 1 8

５７

５８

５９

６０

６‐

TYTNo 12 990525    甕

TY「窯口排土    甕

解
=4ギ

詮息竪 ξ  甕

TWtt No 54 990526    甕

メ,ヤ早名親 温畠≒   甕

3020(125)― (― )

29.00(50)― (― )

2740(250)― (― )

― (― )― (― )

― (― )― (― )

回転撫で   回転撫で 普通  10Y守 1

回転撫で カキロ 同心円支「Πき目良好  10Y3/1

回転裸で ロロき目 回転撫で,「
Fき 目普通  5YR94

平行日Πきロ カキロ同心円文RΠ き目普通  5GY4/1

カキロ 平行叩き目同心円文叩き目普通  25Y5/1

;瞥徐亀/3密
密

密

密

密

宥で剛
弓
詔 白

の可能性 あり。

外面に自然和付着。

62  TYTNo 57 990526

63 TYTNo4,No 46 990526

Fig 19 64  TYTNo 37 990526

65 1井冊W盤亀];::″
66 1ttB;::♀ 5

(― )― (― )

(― )― (― )

(― )― (― )

(― )― (― )

(― )― (― )

甕

甕

甕

養

甕

カキロ 平行日Πき目同心円文1「 き目良好 10YR672 10G5/H  密   肩部片。

平行叩き目  同′b円文R「 き目不良 5YR5/4 ♀ざ硝 浄H 密

平行叩き目  同心円文「Fき 目普通 5Y5/1       密   割れ面に自然釉付着。

平行「口き目  同′b円文R陀 目普通  10Y91 75Y5/1  密

平行叩き目  同心円文「Fき 目普通  75Y4/1 10YR5/3 密

67 TYT灰原1990602  杯蓋  ‖ 60(100)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 普通 5Y5/H  5Y6/1   密

68   TYr 99o517   杯蓋  1160(6.0)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 普通 25Y5rl       密

∞T刑解る漠習滉評 椎 椛おO1250)― (― )馴 随撫で制り附撫でM75�   密 諸髭峰 磨斧
70 TYTNo l10 990601 杯蓋  1320(100)―  (―  )一     回転撫で   回転撫で 不良 5Y5/2       密   海綿骨針合 む。

71 TYTNo 141 990604 杯蓋  1340(150)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 不良 25Y6/3       密

72 TYTNo l12 990601  杯蓋  14,60(120)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 良好 25Y6/1       密

73 TYrNo 98 990601  杯蓋  1400(25.0) ―  ( ― ) 一  回転撫で 箆削り  回転撫で 普通  10YR6/1       密

74 TYT表 採 980829  杯蓋  13.40(20,0)―  (― )2.65 回転撫で 箆削り 回転撫で 普通 5Y6/1      密  夢諮髯デ
まみ。つまみ径

ん WNo10y陥 硼 蜘 制 橋 科30 mO)― ( )嗣 疏 撫範 削り m撫 で 様 75Y71   密  議 普昇靴 累魯ぞ獲摺
。

76 TYTNo 123 990604  杯   1000(5,0)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 良好 75Y01       密   白色微砂粒含 む。

77 TYT,F土 中 990601  杯   13,40(20,0)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 不良 75Y6/1 25Y7/3  密

F咆 20 78 TYTNo 143 990604  杯   1500(100)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 不良  10YRμ l 10YR8 4 密

79    TYT l      杯   1180(25,0) ―  ( ― ) 一    回転撫で   回転撫で 普通 75Y7/1       密

80 TYTNo 139 990604  杯   1270(12.5) ―  ( ― ) 一    回転撫で   回転撫で 普通  75Y6/1 5Y7/2   密

81 TYTNol14/NoJ 15 990611 杯   1460(150)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 不良 10YR7/1      密   微砂粒含 む。

82 TYrNo152 990525  杯   12.00(100) ―  ( ― ) 一    回転撫で   回転撫で 普通 75Y6/1       密

33    TYT l     杯   1300(15,0)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 不良 5Y8/1        密

84 TYTNo121′No 136 990604 杯   1560(130) ―  ( ― ) 一    回転撫で   回転撫で 不良 5Y91        密

85 TYTNo 156 990604  杯   13.00(5,0) ―  ( ― ) 一    回転撫で   回転撫で 不良 75Y6/1       密

86 TY¬ E162層980829 杯   1420(100)―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 不良 5Y7/1        密

87 TYT灰原1990602  杯   1660(88) ―  ( ― )一     回転撫で   回転撫で 普通 5Y5/1  25Y7/2  密

鵠  TYTNo釧  無台杯 椛70 maO)a∞ ぃ 住o)蜘 疏 撫争 鰤 朗 り 附 撫で 普通 25Y92  密  島平F切
り後、粗い撫でを

89 TY「 排土中990531 無台杯  1300(50)640(1000)350 回転撫で 底部箆切り 回転撫で 不良 25Y7/2      密   大粒砂粒合 む。
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第 3章 調査成果

Tab 7遺 物 観 察 表 (4)

版

号

図

番

一
馨警 注記 器種 紀舒安易卍猛岳晴瘍P荷戸 (外D調

整
的副 焼成 色調

(外 面) (内面 )

胎 上 備  考

Fi9 20

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫て

回転撫で

回転撫で

90パ
肛干晋 ♀4ギ ]]::を 4無 台杯

91  TY「¬ 940505  無台杯

92 TYT灰 原1990602  杯

93 TYT灰 原2990602 無台杯

94 TY「 No 145 990604 無台杯

95 TYrイ F940611  無台杯

96 TY「 No 150 990604 無台杯

97  TYTNo 107 990601  無台杯

98 TYrNo 137 990604 無台杯

99  TYTNo 96 990601  無台杯

100 TYT灰 原1990602 無台杯

1 01 TYT灰原199060p 無台杯

102 TYTlE 16 2層 980829 無台杯

103 TYT表採 980329 有台杯

104 TYTNo 100 132 990604 有台杯

105 TYTlE 10 2層 980829 有台杯

1250(100)7,90(538)395 回転撫で 底部箆切り

1290(25)760(13.8)340 回転撫です底部箆切り

13.20(188) ―  ( ― ) 一    回転撫で

14.00(150)1010(188)

1340 ( 15.0 ) 840  ( 250 )

i340 ( 300 ) 800  ( 350 )

1360(12.5)930 (250)

1460(50)― (― )

1360(300)900 (500)

1500(125)1040(150)

13.60 ( 275 ) 9.20  ( 488 )

1330 ( 150 ) 1000 ( 238 )

1590 ( 15,0) 1240 ( 150)

― (― )960(200)

1340(350)920 (375)

回転撫で 底部箆切り

回転撫で 底部箆切り

回転撫で 底部箆切り

回転撫で,底部箆切り

回転撫で

回転撫で 底部箆切け

回転撫で 底部箆切り

回転撫で 底部箆切り

回転撫で 底部箆切り

不良 25Y6/2

普通  5Y6/1

不良  25Y5/1 25Y″2

普通  5Y7/1

不良  25Y6/2

不良  5Y7/1

普通  10Y6/1 5Y″ ヽ

不良  25Y6/2  25Y7/2

25Y3/2

25Y6/2  25Y82

25Y7/2  2 5YV3

5Y5/1   25Y7/2

5Y7/1

25Y5/1

底部箆切 り後、ハケ状工具

の撫で痕あり。

底部箆切 り後、粗い撫 で調

整。

底部内面生焼 け。海綿骨針

含 む。

灰原2資料 と接合。底部箆

切 り後、粗い撫でを施 す。

白色微砂粒 褐色砂粒合 む。

2mm大砂粒含む。底部 に擦

痕あり。

白色微砂粒 海綿骨針含 む。

貼付高台。海綿骨針含 む。

貼付高台。粗砂粒含 む。

貼付高台。

良

良

良

通

不

不

不

普

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

回転撫で   回転撫 t/

回転撫で 底部箆切り 回転撫で

回転撫で 底部箆切り 回転撫で

回転撫で 底部範切り 回転14で

通

　

　

通

並
自　
　
　
　
　
並
ヨ

1420( 60 )1030(100)405

良好  582/1

普通  5Y7/1 密

106 TH灰原 1990602

107 TYT灰原3層 990601

1081温
1格:亀]B::甲

109 TYTNo10?990601

110 TYT灰 原1990602

Fi9 21 11l TYTNo 126 990604

112 TYT灰 原2990602

113 TYT東 西トレンチ980830

114 Ml卜 lo l層 980829

115 TYTNo 99 990601

116 TYTl」 10p層 980329

117 TYTNo 149 990604

鉄鉢

鉄鉢

鉄鉢

長胴甕

瓶 ?

広回瓶

壺

長胴甕

(― )

(― )

(― )一

(― )一

(― )一

(― )―

(― )

(― )

(― )

(― )

(― )

10YR3/4

1280(69)一

1240(90)

1720 ( 6.9 )

1640 ( 180)

21.80 ( 11 9 )

―  (― )

―  (― )

―  (― )

2030(100)

2660 ( 81 )

2900 ( 10.0)

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

カキロ 平行叩き目

回転撫で カキロ

回転撫で 普通

回転撫で 良好

回転撫で 普通

回転撫で 普通

回転撫で 普通

5B2/1

10Y5/1

10Y守 1

25Y7/2  5Y5/1

回転撫で   回転撫で 普通 5Y91

回転撫で 普通  75Y5/1

回転撫で 普通  25Y6/2 HOY6/1

密

密

粗

密

密

密

甕

　

　

塞

回転撫で カキロ  回転撫で 普通  10YR5/1

回転撫で  回転撫で 撫で普通  10Y4/1

回転ljHで    回転撫で 普通  5Y守 1  5Y6/1

平行叩きロ カキロ同心円文Πpき 目普通  N4/

内面 自然釉付着。

違元焼成 し、須恵質 と なる。

自然和かかる。内面 に砂粒

付着。

密

密

密

密甕  ―
(一 )― (― )一
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(4)平成5年度表採資料・平成10年度調査資料 (Fig。 22)

杯蓋  118は杯蓋である。体部破片でつまみを欠 くが、

口径12.9cmの 小型品である。縁端部は斜め下方へ折れ曲が

り、撫でにより外反する。クト面は頂部から体部にかけ幅約

lcmの 回転箆削 りを施す。焼成は還元硬質である。

杯   119～ 1231ま 杯である。119は 口径11.2cmを 測る。内

外面回転撫でを施 し、口縁近 くで外反 し小型の有台杯 と思

われる。焼成は還元軟質である。120は 口径12 2cmを 測 り、

体部は直線的で器厚は厚い。 1211ま 口径12,7cmを 測 り、体

部の外傾が強い。122は 口径 12.9cmを 測る。内外面回転撫

でを施 し、体部中位でわずかに外反する。123は 口径 13.3

cmを 測る。内外面回転撫でを施 し、体部中位が薄 くつ くら

れるため口縁部が肥厚する印象を受ける。焼成は還元軟質

である。

無台杯  124～ 128は 無台杯である。形態により径高指数

27～33の椀 タイプ (124・ 126。 127)と 径高指数24～25の

扁平タイプ (125・ 128)で ある。124は 口径H.2cmを 測 り、

無台杯の中で最 も小型の類であるが、器高3.65cmと 深身で

ある。また、外底面は回転免切 り後撫でを施 し、調整 も丁

寧である。126は 口径 12 9cm、 127は 口径11.8cmを 測る。い

ずれも焼成は遠元軟質である。125は 口径12 6cm、 128は 口

径14.Ocmを 測る。焼成は125が遠元やや硬質、128が酸化や

第 3節  出土遺物の検討

や硬質である。124以タトは外底面回転箆切 り後無調整である。

有台杯  129～ 1321ま 有台杯である。129。 130が小型品で、

131・ 132は大型品である。129は 口径11.2cmを 測る。体部

中位に粘土紐接着痕を残す。1301よ 口径 11 9cmを 測 り、器

高4 25cmと 深身で器厚 も厚い。焼成はいずれも遠元硬質で

ある。131は 口径13.Ocm、 132は口径13.6cmを 波1り 、131は 器

高4 6cmと 深身である。全ての個体が外底面に回転箆切 り

痕を残すが、130は 粗い不定削 りを施す。

狭口壺  133・ 134は 狭口壺である。133は 口径 11.Ocm、

134は 日径 15 6cmを 測る。いずれも日縁部形態は口縁端面

を撫でて凹面をつ くり出す ものである。内外面回転撫で後

133は 体部外面に、1341よ 体部内外面にカキロを施す。焼成

はいずれも還元硬質である。

壺  135は壺底部で、底径14.4cmを 測る。外面は粗い撫

で、内面はカキロ後体部に回転撫で、見込み部分に指撫で

を施す。焼成は還元硬質である。

土師器甕  136は 土師器長胴甕である。口縁端部を欠 く

が、日径約16.8cmと 推定される。口縁部は端部を上方につ

まみ上げ、外面に平坦面をつ くる。内外面回転撫で後体部

外面 と内面の口縁～頸部にカキロを施す。胎土は白色の砂

粒を多 く含み、焼成は遠元やや硬質で須恵質である。

(福沢 )

Tab.8遺 物 観 察 表 (5)

胎 土
径

ｍ，

底

てｃ
器種

物

号

遺

番

版

号

図

番 注  記
日径 (残存率)

(C耐 ) (9ち )

(残存率)

(%)
絲
鰤 (外面 )・

Jl 整

(内 面)焼 成
色調

(外 面) (内面 )

Fig 22

．

蝸

剤

３．４５

３．４０

郎

蜘

軽

蜘

嗣

・

．

７．３０

剛

剛

脚

蜘

ア・４０

剛

剛

蜘

一

・

脚

・

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

TY「 9310   杯蓋

杯

TYT 9310       杯

TY「 9310   杯

TYT 9310      杯

TYTNo 7 980919    杯

TYT 9310   無台杯

TYTNoヽ 1980919  無台杯

TYTNo 16 980919  無台4TN

TYTNo 22 980919  無台杯

TYrNo 18 980919 無台杯

TYTNo 26 980919  有台杯

TYT 9310   有台杯

TYTNo 23 980919  有台杯

TYT 980917  有台杯

TYT 980917  撚口壺

TYTNo 6 980919 狭口壷

TYTNo 12 13 980919   壺

TFYK      長胴甕

1290(188)― (― )―

1120(75)― (― )一

1220(56)― (― )一

1270(88)― (― )―

1290(138)― (― )一

回転撫で 箆削り  回転撫で 良好 5GY6/1

75Y8/1

5Y6′ 2   5Y6/1

10Y6/1

5B2/1-
5Y6/2

5Y8/1

5GY5/1

7 5GY5/175Y7/1

5Yy1   5Y8/2

25Y8/2

7 5YR7/625Y82

5GY守 1

5B5/1

5Y3/2

10Y5/1  10Y6/1

13.30(38)

11 20 ( 125 )

1260 ( 275 )

1290 ( 200 )

1180 (41.3)

1400 ( 100)

11 20 (244 )

11 90 ( 12.5 )

1300 (350)

1360 ( 250 )

1100 ( 12,5)

1560 ( 225)

―  (― )

(1680)( ― )

(― )

(213)

(506)

(313)

(813)

(138)

( 42.5 )

(213)

(4ア .5)

(225)

(― )

(― )

(131)

(― )

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転裸で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で

回転撫で 不良

回転撫で 普通

回転撫で 普通

回転撫で 良好

回転撫で 不良

回転撫で 普通

回転撫で 普通

回転撫で 不良

回転撫で 不良

回転撫で 不良

回転撫で 良好

回転撫で 良好

回転撫で 不良

回転撫で 普通

島弘夫氏採集。有台杯か。

島弘夫氏採集。

回転箆切 り後撫で調整。

外底面回転箆切 り痕。

外底面回転箆切 り痕。

外底面回転箆切 り痕。

外底面回転箆切 り痕。

外底面回転箆切 り痕。

外底面回転箆切り後不定肖1り 。

外底面回転箆切 り痕。

外底面回転箆切 り痕。

撫 で粗 く砂粒の移動あり。

違元 し須恵質。

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

密

粗

回転撫で カキロ  回転laIで  良j17 75GY守 1

回転撫で カキロ 回転撫で カキロ良好 メ読私4/3

随 撫で 回
嘲 臨 ?キ

ロ
良好 10GY4/1

回転撫で カキロ 回転撫でカキロ不良  25Y7/1

-33-



第 3章 調査成果

日g.22 平成5。 10年度出土遺物 (Sctte=1/3)
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第 4節 放射性炭素年代測定

株式会社エイ 。テック

はじめに

富山県砺波市安川天皇窯跡の発掘調査では、須恵器窯跡

1基が検出されている。今回は、窯体前庭部に存在する灰

原ピット (SP01)よ り出土 した炭化材について加速器に

よる放射性炭素年代測定 (AMS法)を実施 し、その年代

に関する情報を得る。

(1)試 料

試料は、須恵器窯跡の灰原 ピット (SP01)1層 から出

土 した炭化材片3点 である。便宜上、試料採取・受領時に、

当社技師がサンプル1～ サンプル3の試料名を付 し、残試料

にも同番号を付 しておいた。各試料の詳細は、測定結果を

示 したTab.9に 併記する。

(2)分析方法

測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、加速器

質量分析法 (AMS法)に より行った。同分析法は、タン

デム型加速器を用い、特定の原子を原子量の違いで測定す

る方法であり、炭素14だ けを測定できる。

なお、放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年 を

使用する。 また、測定年代 は1950年 を基点 とした年代

(BP)であ り、誤差は標準偏差 (One sigma)に 相当する

年代である。

なお、測定年代の暦年代への変換 (暦年較正)について

は、ワシントン大学の暦年代プログラム「RADIOCARBON

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.0(Copy� ght

1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer)」 を用いている。

(3)結 果

各試料の測定結果を、Tab.91こ示す。3点の試料の測定

年代 (同位体補正年代)は 、概ね1300年前前後の値を示す。

また、各試料の暦年較正を行つた年代をTab.10に示す。3

試料で得られた年代値は、いずれも7世紀後半から8世紀後

半までに相当する。現時点では、今回得られた年代は、窯

跡から出土した遺物などから推定される年代観の範囲を含

むものである。また、灰原 (S P 01)1層 は2次 目の操業

時のものである可能性が高い。今回の測定値は、 1基の須

恵器窯跡の灰原から出土した複数試料を測定して得られた

ものであり、今後窯跡の年代観を考える上で貴重な資料と

いえる。

第4節 放射性炭素年代測定

サンプル 1の暦年較正曲線

サンプル 2の暦年較正曲線

サンプル 3の暦年較正曲線
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第 3章 調査成果

Tab 9 放射性炭素年代測定結果

試  料  名 試料の質   補

電舒

代

   ≒塀,
測定年代

BP
Code.No.

サンプルl TYT灰原 SP01 990602  災化材

サンプル2 TYT灰原 SP01 990531  炭化材

サンプル3 TYT灰原 SP01 990531  炭化材

1260三L 30

1320三L 30

1250=L 30

-24.05

-26.33

-28.45

1250± 30

1350± 30

1310三L 30

IAAッ -ヽ42696

1AAA-42697

1AAA-42698

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用。

2)BP年代値は、1950年 を基点として何年前であるかを示す。

3)付記 した誤差は、測定誤差 σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算 した値。

Tab.10 暦年較正結果

試  料  名
補正年代

BP
暦年較正年代 (cal)

サンカレl TYT灰原 SP01 990602 1262± 31 cal AD 689 - cal AD 753

cal AD 760   cal AD 774

サンブルl TYT灰原 SP01 990531 1324±30 cal AD 656 - cal AD 692

cal AD 749   cal AD 763

サンカレl TYT灰原 SP01 990531 1249± 31 cal AD 688- cal AD 754

cal AD 758 - cal AD 779

cal AD 794 - cal AD 801

4目文↓Ⅲヒ Code No

cal BP l,261 - 1,197 0,826 1AAA-42696

cal BP l,190 - 1,176 0。 174

cal BP l,294 - 1,258 0,802 1AAA-42697

cal BP l,201 - 1,187 0。 198

cal BP l,262 - 1,196 0,718 1AAA-42698

cal BP l,192 - 1,171 0.223

cal BP l,156 - 1,149 0,059

1)計算に1よ 、 RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5,0(Copyright 1986-2005M Stuiver and

PJ Reimer)を 使用。

2)計算には表に示 した丸める前の値を使用 している。

3)付記 した誤差は、測定誤差 σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算 した値。

サンプリング風景 測定前処理の様子 タンデム型加速器による測定
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第 4章 考 察

第 1節 窯体構造

(1)安川天皇窯の窯体構造について

窯体各部の構造および分類については第3章 で述べ られ

ているが、ここでまとめておきたい。安川天皇窯は地山

を2mほ ど掘 り込んで構築されてお り、地下掘 り抜 き式構

造と半地下天丼架構式構造両方の可能性が考えられるが、

明確にどちらかに断定することは困難である。よってここ

ではどちらか一方に限定せず、地下式・半地下式両者の可

能性を考慮 してお く。焚口および燃焼部は重機により完全

に破壊されてお り、その構造を復元するのは困難であるが、

発掘調査に立ち会った西井氏の見解によれば、焼成部境か

ら焚口までがほぼ同じ幅を呈する「あ類」に分類 される。

焼成部は推定水平長4.5m、 最大幅1.6mであ り幅広のずん

胴型を呈するが、窯壁に粘土を貼 り付け焼成部中程をくび

れさせているのが特徴である。床面傾斜は平均30° と比較

的急傾斜である。排煙部は、床面の傾斜変換が認められる

ことから、奥壁をもち上部に排煙口が開くⅡ類、もしくは

直立煙道をもつⅢ類と考えられる。直立煙道構造は地下式

の窯にのみみられる構造であるため、半地下式であるなら

直立煙道構造は考え難 く、奥壁を持つⅡ類のうち排煙が斜

め上に開回する H2類 と考えられる。 しかし地下式である

ならⅡ類とⅢ類両方の可能性を持つ。

以上安川天皇窯の窯体各部の構造をまとめたが、地下

式・半地下式両者の可能性を考慮 しつつ、現状で把握でき

る排煙部構造・窯体規模・平面形態の諸属性について、周

辺の窯跡群と比較することから安川天皇窯の窯体構造を評

価 したい。比較対象とする窯は、小矢部川左岸窯跡群・射

水窯跡群・鳥屋窯跡群・高松押水窯跡群・末窯跡群・南加

賀窯跡群・能美窯跡群の各窯跡群中で、発掘調査により窯

体構造がある程度把握されてお り、8世紀代に位置付けら

れる窯である.。 各窯跡の計測値はTab.11に 示 したとお り

である。

(2)他窯跡群の8世紀代の様相

南加賀窯跡群  調査例が最 も多 く、8世紀を通 してその

様相が把握されている。8世紀代の窯は全て地下式の直立

煙道窯である。 8世紀初頭では、ニツ梨東山2号窯や戸津

46号窯のように窯体長6～ 7mで胴部の張る形態であるが、

第 4章 考  察

前葉ではニツ梨一貫山1号窯・矢田野向山1号窯・戸津24号

窯のように窯体長 8～ 10mと 大型化 し胴部の張 りも弱ま

る。また窯体の修復回教も増加 し、同一主軸上での作 り変

えもみられるようになる。後半期 も前葉からの窯体構造を

踏襲 している。南加賀窯跡群においては一貫 して同一の窯

体構造を採用 しているが、8世紀前葉には窯体の大型化と

修復回数の増加などにみられるように、大量生産を指向す

るような変化が認められる。

能美窯跡群  8世紀中頃の様相が明らかではないが、8世

紀初頭から末葉までの4基が調査 されている。8世紀初頭の

河田山1号窯は地下式の直立煙道窯であ り、窯体長7,7m最

大幅17mのずん胴型を呈する。8世紀前葉の来丸サクラマ

チ1号窯も地下式の直立煙道窯であ り、窯体長6.9m、 最大

幅19mのずん胴型を呈する。これら2基 はいずれも修復 さ

れていない。8世紀初頭の来丸サクラマチ3号窯は、遺存状

態は悪いが半地下式構造の可能性が考えられる。8世紀末

の和気後山谷1号窯は、半地下式で排煙部は奥壁をもって

排煙口が窯尻の斜め上に開口するコ2類である。窯体長5,8

m、 最大幅13mと 小型であ り、規模的には安川天皇窯に

類似 している。能美窯跡群では8世紀前半期は一部で半地

下式構造が導入されるものの地下式の直立煙道窯が主体で

あったと考えられる。窯体長6～ 7mで平面形態は焼成部中

央付近に最大幅をもった胴部の張る形である。後半期には

半地下式構造に移行 し、窯体 も小型化 し胴部の張 りも弱 く

なる。また後半期に窯体の修復回数が増加する。

末窯跡群  8世紀代の窯は浅川1～ 3号窯の3基であ り、3

号窯は中頃、1・ 2号窯は後葉に位置付けられる。遺存状態

が悪 く全容は明らかにし得ないが、全て半地下式構造であ

る。排煙部構造が把握できるのは1号窯のみであるが、奥

壁をもたず焼成部床面傾斜のまま排煙ロヘ繋がる I類であ

る。窯体修復回数は他の窯跡群に比べ多い。

高松押水窯跡群  8世紀代では人野ガメヤマ1号窯 。同2

号窯 ,正友ヤチヤマ1号窯の3基が確認されている。人野ガ

メヤマ1号窯は前葉に位置付けられ、地下式の直立煙道窯

である。窯体長89m、 最大幅1,9mで やや胴部が張る形態

となる。人野ガメヤマ2号窯・正友ヤチヤマ1号窯はともに

中頃に位置付けられるが、前者は半地下式構造で排煙部は

I類であり、後者は地下式の直立煙道窯である。窯体長・

最大幅ともにほぼ同じであり、胴部の張 りは弱い。八野ガ

メヤマ2号窯では3回 の修復が行われている。

鳥屋窯跡群  春木3号窯1基のみであ り、中頃に位置付け

られる。地下式の直立煙道窯であ り、窯体長9,8m、 最大

i 分類は窯跡研究会 (2004)『須恵器窯構造資料集2

～12世紀を中心として―          ~8世
紀中頃 幅13mの 胴部の張 りが弱い細長い形態である。床面の平

―』に拠る。

� 同上資料 及び 北陸古代土器研究会 1994『北陸古代土器研
 召擬慾鈷 を友 弓

傾斜であることが特徴であり、床面修復

究』第4号参照
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窯跡群名 窯跡名 構 造 排 煙
燃焼
焚口

窯体長

水平長   実長

床面傾斜

最大幅  焼成部  燃焼部

栴檀野窯跡群 安川天皇窯

福山窯跡

A or B

B

Il or Ⅲ

Ⅱ2

あ(推 )

あ2

6.0

12.0

6.5       1.60

14.0      2.00

/1ヽ矢著るナII

左岸窯跡群

平桜岡山3号窯

平桜岡山5号窯

B2

A
Iユ

Ⅲユ

8,2

7.5

1.60

1.60

5

-10
不 明

射水窯跡群

流団No 16-1号 窯

流団No 16-2-1号窯

流団No 16-2-2号窯

石名山1号窯

流団No 18A-1号窯

石太郎 I-1号 窯

Bl

Bl

Bl

Bl

B2

B2

Ⅱ

Iユ

Iユ

Iユ

Iユ

Iユ

あ2

あ2

あ2

あ3

不明

い

10.7

10.5

12.6

12.6

6.4

7.9

1.45

1.25

1.25

1.50

1.25

1.10

0

-2

1

(10.1)

9.7

11.7

(11,1)

(6.1)

6.7

一
　

一
４

八野ガメヤマ I― Ⅱ号窯

高松押水窯跡群  八野ガメヤマ2号窯

正友ヤチヤマ1号窯

A
Bユ

A

Ⅲユ

Iユ

Ⅲユ

8.9

7.7

8.3

1.90

1.40

1.45

-2

0

0

．
　

． 　
９
．
４

あ

あ

あ

鳥屋窯跡群 春木3号窯跡 Ⅲ ユ 1.33 ― ■

末窯跡群
i表 )|13号 窯

浅)|11号 窯

B2

B2
不明

11 5.1 1.50 31

あ3   (7.2)

不明   (5.9)
十　

一

能美窯跡群
浅)|12号 窯

河田山1号窯

B2

A
不明

Ⅲlb

(5.0)

7.7

5.3

7.9

1.15

1.70

21

22

10

-2

あ

あ

南加賀窯跡群

来丸サクラマチ3号窯

来丸サクラマチ1窯 -1床

和気後山谷1号窯

那谷桃の木山1窯 -1

那谷桃の木山1窯 -2

ニツ梨東山2号窯

戸津46号窯

ニツ梨一貫山1窯 -1

ニツ梨一貫山1窯 -2

矢田野向山1-Ⅱ 窯

戸津24号窯1床

戸津28号窯1床

戸津62号窯

矢田野向山1-Ⅲ 窯

戸津59窯 ―Ⅱ-1床

戸津59窯 ―Ⅲ-1床

戸津60号窯

箱宮 ドウガヤチ5窯 一Ⅲ

B2

A
Bl

A
A
A
A
A
A
A
A

A
A
A
A
A
A
A

不明

Ⅲlb

12

Ⅲlb

Ⅲlb

Ⅲlb

Ⅲlb

皿la

Шla

mla
皿lb

田lb

Ⅲla

Ⅲla

Ⅲla

Ⅲla

Ⅲla

Ⅲla

あ3

あ3

い

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

あ3

G.①

6.9

5,8

7.9

7.5

6.9

6.2

10.0

10.0

9.2

8.9

8.0

9.5

9.8

9,7

9.8

引圭7.5

8.3

3.1

7.2

6.3

8.3

7.9

7.2

7.0

10.2

10.4

9.7

9.1

8.1

9.7

9,9

10.0

10.4

推 7.7

8.6

1.75

1,90

1.30

1.60

1,60

1,95

2.10

2.30

引圭2.3

1.90

2.00

2.00

2.10

2.00

2.00

2.15

1.60

1.90

0

-6
-7
-5
-3
-7

-7
-11

1

-4
-5
-8
-8
-4
-9
-9

-14
--10

17

16

43

23

25

23

21

23

23

21

17

17

21

22

15

19

17

18

Tab l1 8世 紀代の窯跡計測表

射水窯跡群  8世紀代の窯は全て半地下式構造である。

排煙部は前葉の流団No.16■ 号窯が奥壁をもつⅡ類である

以外、すべて奥壁をもたない I類である。前棄では流団

N016-1号 窯・同2号窯・石名山1号窯など10m前後の大型

で、最大幅1.5m以 下の胴部の張 らない細長い形態が主体

的である。中頃以降は窯体が小型化 し、流団No 18A_1号

窯・石太郎 I-1号 窯などは窯体長6～ 7m、 最大幅1.2m程

度 となる。

小矢部川左岸窯跡群  8世紀代の窯 としては平桜岡山3号

窯・同5号窯があ り8世紀中頃に位置付けられる。3号窯は

半地下式構造で排煙部は I類 である。窯体長8.2m、 最大

幅16mで胴部は張らない。平桜岡山5号窯は地下式の直立

煙道窯である。ttT4k長75m、 最大幅16mでやや胴部 の張

る形状である。未報告であるが、安居大堤窯 も地下式 の直

立煙道窯である。小矢部川左岸窯跡群においては、地下式

と半地下式が並存する。

栴檀野窯跡群   調査例は安川天皇窯 と福山窯の2基 の

みであ り、共に後半期に位置付けられるが、安川天皇窯が

やや先行する。福山窯は半地下式構造で、排煙部は奥壁を

もつ上部開日型のⅡ類である。窯体長12m、 最大幅2mの
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大型であり、胴部の張る形態であるi。

(3)安川天皇窯の様相

周辺の窯跡群における8世紀代の様相を概観 したが、こ

れらと安川天皇窯の窯体構造を比較 してみたい。まず基本

的な構築方法であるが、地下式か半地下式かが重要な問題

となる。安川天皇窯をはじめとする栴檀野窯跡群の開業は、

同じ利波郡内の小矢部川左岸窯跡群からの分窯 と考えられ

ている。小矢部川左岸窯跡群では平桜岡山5号窯・安居大

堤窯などの越中では当該期に希少な地下式窯と、平桜岡山

3号窯などの半地下式窯が併存することが確認されている。

よって安川天皇窯において地下式 。半地下式のどちらが採

用されてもおかしくはない。つF煙部構造については、上部

開口型のⅡ類、もしくは直立煙道型のⅢ類 と考えられる。

排煙部構造は窯体構築方法にある程度規定されるため、可

能性としては①地下式構造で排煙部がⅡ類、②地下式構造

で排煙部がⅢ類、③半地下式構造で排煙部がⅡ類という3

通りが考えられる。①については周辺の窯跡群に類例は認

められない。②については南加賀窯跡群 。高松押水窯跡

群 。小矢部川左岸窯跡群で一般的にみられる地下式の直立

煙道窯であるので、地下式構造を採用したのであれば直立

煙道を備えていた可能性は高い。③については8世紀前葉

の流団No16 1号 窯と安川天皇窯に後続する福山窯におい

てみられるが、栴檀野窯跡群の系譜と考えられる小矢部川

左岸窯跡群や高松押水窯跡群などではみられない。

窯体規模および平面形態では、窯体の短さと、ずん胴型

で燃焼部中程をくびれさせた平面形態が特徴である。射水

窯跡群・南加賀窯跡群・能美窯跡群などにおいては、8世

紀前葉に大型化し、後半期には小型化するという変遷が認

められる。このような変化は大量生産を目指 した大型化と、

燃料コス トを重視した小型化として理解されている。栴檀

野窯跡群と関連性が高いと考えられる高松押水窯跡群や小

矢部川左岸窯跡群においては、中頃以降の小型化はみられ

ず、窯体長8m前後にまとまっている。安川天皇窯の窯体

長の短さは、燃料コス トを重視 したものと考えるより、窯

自体の目的に起因していると考えられる。つまり、射水窯

跡群や南加賀窯跡群のように継続的な操業の中での必要に

応じた小型化とは違い、開業した時点である程度目的の限

定された窯だつたのではないだろうか。窯体内での器種の

少なさや、後続する福山窯が倍の窯体長をもつことなどか

ら、本格的な須恵器供給は福山窯が担つており、安川天皇

窯ではより限定的な生産が行われていたと考えられる。

焼成部中程のくびれについては、窯壁4多復時の粘土貼り

第 1節 窯体構造

付けによるもの と考えられる 。`周辺の窯跡では同様の例

が確認できなかったので、安川天皇窯においても築造当初

は焼成部の くびれをもたないずん胴型の窯体であったと考

えられる。

(4)小 結

不明瞭な部分 も多いが、現状で把握できる窯体構造から

安川天皇窯を評価 したい。基本的な技術基盤の差を象徴す

ると思われる窯体構築方法については、現状で断定するこ

とはできない。 しかし地下式直立煙道型か、半地下式上部

開口型のどちらかであると考えられる。地下式直立煙道型

であるならば、小矢部川左岸窯跡群などの影響をより強 く

受けていたと考えることができる。小矢部川左岸窯跡群で

の地下式・半地下式併存状況は、高松押水窯跡群との関連

があったためと考えられているが、須恵器の形態からは高

松押水窯跡群の正友ヤチヤマ1号窯 と安川天皇窯との近縁

性 も指摘 されている。半地下式上部開日型であるならば、

排煙部構造が小矢部川左岸窯跡群や高松押水窯跡群ではみ

られない構造であることから、比較的自立性の強い窯だっ

たと考えられる。安川天皇窯の段階で上部開口型のⅡ類が

採用されているのであれば、栴檀野窯跡群開業初期に新技

術を導入 したと捉えることができるだろう。安川天皇窯を

栴檀野窯跡群成立期の窯と位置付けるのであれば、その窯

体構造が技術的な母体である小矢部川左岸窯跡群、あるい

は高松押水窯跡群の構築技術を踏襲 した “伝統的"な窯な

のか、上部開口型の排煙部のような新技術を導入した “先

進的"な窯なのかは、栴檀野窯跡群の成立や利波郡内での

分窯のあ り方を考える上でも重要な問題であろう。

窯体の短さや、窯体の短さのわりに幅広の平面形態から

は、小矢部川左岸窯跡群や福山窯との形態的な連続性がみ

られない。粘土貼 り付けによる焼成部の くびれにしろ、安

川天皇窯独自の構造といえる。これらの点を積極的に評価

できるならば、基本的な構造が地下式直立煙道型であれ半

地下式上部開口型であれ、栴檀野窯跡群成立の際には少な

からず技術的な革新があつたのではないだろうか。福山窯

の窯体構造は小矢部川左岸窯跡群 とは明らかに異なってお

り、栴檀野窯跡群独自の窯体構造といえる。窯体構造に限

って考えれば、安川天皇窯は小矢部川左岸窯跡群か ら栴檀

野窯跡群へという分窯の流れの中で、栴檀野窯跡群成立期

における過渡的な段階に位置付けられるだろう。

(久保浩一郎 )

� 第3章 第2節 Fig 13参照

床面での被熱範囲 (第 5層 )が修復時に貼られた窯壁の内側

まで及んでいることから、1度 目の焼成時には粘土の貝占り付け

はなかったものと考えられる。

i 砺波市史編纂委員会 1989『砺波市史』資料編 1
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第 2節 窯詰め方法と焼成技術

本窯跡は決 して良好 と言えない遺存状況であったが、そ

れでも当時の焼成技術を伺うことのできる資料を得ること

ができた。ここでは、重ね焼き、焼台、窯体内における出

土位置について整理を行い、若干の考察を加える。

(1)重ね焼きの方法 (Fig.23)

重ね焼 きは窯業生産の研究のなかでも特に技術史的な問

題を探る上で注目されてきた。蓋杯以外の器種では正位の

状態での重ね焼 きが行われてきたが、この方法は古 くから

変化なく存在する。これに対 し、時期ごとに顕著な変化を

もつのが蓋杯である。蓋杯の重ね焼 きについては北野博司

氏による詳細な先行研究iが行われているが、ここでも蓋

杯に注目して本窯跡資料ヘアプローチ してい く。

ところで安川天皇窯では重ね焼 きの状態を保つた出土資

料を得ることができた。後で詳 しく述べるがその数は僅か

である。また窯跡では一般的にみられる熔着資料が出土 し

ていない。以上の理由からここでは北野氏の成果に基づい

た観察・分類を行つた。

まず蓋の降灰状況に注目して本窯跡出土資料を分類 した

のが Fig.23上 の図である。北野氏の研究ではさらに多 くの

タイプを挙げているが、ここに掲載 したのは本窯跡で確認

したものだけである。観察の結果、Blが最 も多 く、次い

でA-2が多かった。

B■ は、口縁部外面が黒化、ないしそれに準ずる周囲と

の色調の差異が認められ、内面は天丼部平坦面と体部の境

までが自然釉を帝びるか灰化するものである。A_2は天丼

部外面に自然釉を帯び、日縁部内面が黒化、ないしそれに

準ずる周囲との色調の差異が認められるものである。

さて、この2種から想定できる焼成時の重ね焼 き状態を

表 したのが Fig.23下 に示 した分類図である。A-2が Ⅱ類に、

B-1が Ha類 に文寸比される。

I類 は正位の身に正位の蓋をかぶせたものを一単位とし

て重ね焼 きを行うものである。この方法では蓋の鉦が突出

し、真上に正位の杯を載せることは困難である。そのため

二段 日以降は柱状ではなく複数以上の下段の蓋杯にまたが

つて設置されたと考える。これについては、本窯跡の資料

では確認 していないが、蓋A2a類 はその痕跡を残すもの

である。Ⅱ類は、正位の身に逆位の蓋をかぶせたものを一

単位 として重ね焼きを行うものである。この一単位を正位

に重ねるⅡa類 と、正逆交互に重ねるⅡb類 とに細分 され

る。北野氏のⅢ類、同一器種のみの重ね焼 きについては本

i 北野博司 1988「重ね焼きの観察」『辰回西部遺跡群』。 石川

県埋蔵文化財センター

窯跡では確認 していない。

本窯跡の出土資料は破片数による集計の結果、全37破片

中 I類 9点、Ⅱa類 9点 、不明が19点であつた。不明が過半

数を占めるために確証が薄いものの、本窯跡の様態を示す

ものとみてよいだろう。

I類 は古墳時代以来の一般的な方法であり、北陸では、

8世紀中葉 までは主流であったことが明 らかにされてい

るh。 8世 紀中葉は窯跡群の移動、食器の様式変化など、

様々な変化が活発に起こった時期 とされるが、重ね焼 き方

法 もその例外ではない。各地で方法の転換が報告されてい

る。ひろく北陸の諸窯で採用 され主流となるのはⅡb類で

あ り、石川県末窯跡群や同県高松・押水窯跡群、県内では

古沢窯跡群などで確認 されている。これに対 し、Ⅱa類 は

辰口を含めた加賀南部の窯跡群で採用されるが、期間的に

も地域的にも広 くは用いられない。8世紀中葉～後葉段階

では南加賀と北加賀の窯で異なる窯詰め方法を採用してい

ることが指摘 されているhが、その北加賀の窯跡のなかで

正友ヤチヤマ窯跡は様相が異な り、Πa類 を主体 とする窯

である。正友ヤチヤマ窯跡 との類似は前節でも触れた通 り、

須恵器や窯体にみることができるが、重ね焼 きの方法につ

いても見られることは非常に興味深い。当該期においては

Ⅱa類 は希有ではあるが、一定量は北陸全域に認められる

ものでⅡb類への過渡的様相 と見ることができる。しかし

県内でも古沢窯跡群や上末窯跡群などでほとんど確認 され

ないことなどを考慮すれば、そこに製作工人の技術的系譜

を見ることも可能であろう。

(2)焼 台

焼台の資料としては、礫石 と須恵器片を確認 した。窯道

具として製作された焼台は確認 されていない。

利用された須恵器片はほとんどが甕であり、なかで も体

部破片が大半を占めている。出土状況から明らかに焼台と

して使用されたことが確認できる資料もあるが、接合資料

や同一個体と考えられる破片が多数あり、製品も存在する

と考えられた。 しかし、後述する出土位置の検討を行った

結果、接合する資料が大 きく離れていたり窯体内出土資料

と灰原出土資料が接合関係にあることなどから、製品の存

在に疑念が生 じた。再度資料の観察を行つた結果、回縁部

破片でも窯体内資料と灰原資料が接合関係にあつたことな

どから、これらの甕の破片はすべて焼台として転用された

ものであったと推定される。失敗品を焼台として用いる例

は一般的に見られものであ り、少なくとも最終操業の段階

� 木立雅朗 1988「第4節 竹生野遺跡出土須恵器について」『竹
生野造跡』石川県埋蔵文化財センター

�i出越茂和 1989「第4章 まとめ第2節 遺物2.重ね焼きとヘラ記

号JF金沢市末窯跡群』金沢市教育委員会
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自然和 (灰化)言Б分

黒化部分

類 :本窯跡出土資料から復元

a類 :本窯跡から重ね焼 き状態を保つ

て出上 した資料を図化

b類 :北野1986よ り力日筆、再 トレース

*I類、Ⅱa類 は以下の通 りに遺物図

版の番号 と対応

蓋の観察 (北野1986よ り抜粋,再 トレース)

Ⅱb類

重ね焼き状態の分類

Fu23 重ね焼き模式図
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においては、これを用いていたことが推定される。

窯体内から出土 した礫石については、降灰を受けたもの

や被熱により脆 くなったものが多い。出土位置をみるとや

や不明瞭であるが、斜面に対 し直交する方向で配列されて

いるようである。こういつた様子から、これらの礫石が焼

台として利用されたことが窺える。さらに甕の体部破片が

熔着 したものも1点確認 してお り、これらの礫石が焼台 と

して利用されたことの傍証 となろう。

富山県において、礫石焼台は7世紀代に一般的に用いら

れた方法であるが、8世紀代には甕の破片、杯の不良品と

いったような失敗品が利用され、礫石の利用はみられなく

なるとい )。 現在のところでは、栴檀野窯跡群 との関わ

りを指摘 される小矢部川左岸窯跡群や、本窯の後続 とされ

る福山窯などでも礫石を用いた焼台は確認されていない。

範囲を広げ北陸の中で考えた場合においても、8世紀代 に

礫石を利用する例は非常に稀と言える。石川県正友ヤチヤ

マ窯跡で礫石を用いる他に類例はみられず、本窯跡の特徴

として留意すべ き点である。

(3)窯詰め位置 (日g.24)

床面直上に位置 した遺物はほとんどが窯体の中央部にほ

ぼ1カ 所にまとまって検出された。これらの遣物の中には

床面に食い込んだり張 り付いた りしていない品もみられ、

上からの滑落も多数あると想定できる。その一方で、この

位置には礫石焼台があ り、重ね焼きの状態を保つ蓋杯のセ

ットも認められるため杯類が据え置かれていたことも分か

る。遺物の集中する位置は、床面の傾斜が窯尻に向かって

急になるところであり、滑落 したものが溜まった印象が強

い。本窯跡は窯詰め器種 とその位置を考える資料 としては

確実性に欠けるものである.。

さて、出土状況の検討を行う際、必要な手順 として焼台

転用品は除外 しなければならなしm。 この手続 きを経た場

合、他の遺物と比較 して焼成状況、出土状況から製品とし

ての甕があった可能性は極めて低いと見てよいだろう。

では、本窯跡では甕は生産されなかったのだろうか。こ

こで焼台として使用する破片が灰原出土資料 と接合関係に

あることに注意 したい。すでに指摘 もある通 り、安川天皇

窯においては2回 にわたる操業を想定 している。灰原 より

出土することや、それらが窯体内より出土する焼台転用品

池野正男 1991「 X調査の成果1遺構(5)須恵器窯」『上野南遺

跡発掘調査報告』小杉町教育委員会

正友ヤチヤマ窯跡は同様の出土状況をもち、報告者は「確実

性に欠ける資料」としている。

石川県立埋蔵文化財センター 1994『正友ヤチヤマ窯跡』

春日真実 1989「第5章 考察3窯詰めの方法 (c)窯体内の出上位

置と焼成について」『越中上末窯』富山大学人文学部考古学研

究室

第 2節 窯詰め方法 と焼成技術

とも接合関係にあることなどから、1回 目の操業で製品と

しての甕を生産 していたと想定できる。

(4)小 結

以上、3つ の観点から安川天皇窯の焼成技術について考

えてみた。その結果、重ね焼 きについては、8世紀中葉以

降の北陸において南加賀以外では希有なⅡa類 を採用 して

いたという結果を得た。また窯詰めの位置については他の

事例 と比較できる有益な情報を得ることはできなかった。

本窯跡は、10世紀前葉まで営まれる栴檀野窯跡群におけ

る初現の窯と想定され、技術的系譜の検討は重要である。

Ⅱa類 の重ね焼 きは、富山県内では7世紀後半の山王奥

堤窯 。蓮沼新堤窯、8世 紀前葉 の小杉流通業務 団地内

No.16遺 跡1,2号窯ですでにみられる。 しか し、8世紀中

葉段階の北陸では、南加賀の窯跡群を除いた地域において

Ⅱb類が一般的であ り、富山県下の窯跡 も例外ではない。

そういった流れからみれば、今回確認できた安川天皇窯の

あり方は注意に値する。この問題については、同様のあり

方を示す正友ヤチヤマ窯跡と合わせて考えてみたい。

正友ヤチヤマ窯跡との類似は本窯跡の発掘調査以前から

指摘 され卜、我々もそのことに留意 してきた。そのため、

とか く様々な事象について両者を結びつけがちになってし

まったことは否定できない。しか し、遺構からの検討では、

焼成技術の特徴については積極的に類似を評価すべ き結果

であった。具体的には、Ⅱa類重ね焼 きの採用 と礫石焼台

の利用が共に認められることである。さらに最終操業にお

いて甕を生産 しなかった可能性 をもつ事 もここに加えた

い。もちろんその一方で階段状床面を採用する点や、窯体

の大きさの点でも大 きく異なるといった相違点 も認められ

てお り、安直に系譜を求めることは控えるべ きであろう。

ただ、後続する福山窯では焼台の方法などに技術的な流れ

が認められないことには注意をしたい。

正友ヤチヤマ窯跡の報告には、 H類重ね焼きや礫石焼台

などの新技術の登場に「過渡的様相」をみている。それま

での器種組成を残 しながらも8世紀中葉 (田 嶋編年Ⅳl期後

半)にほぼ達成される生産体制の再編に向かう一連の動 き

の中にとらえたものである。安川天皇窯は栴檀野窯跡群に

おける初出の窯と想定され、砺波平野において栴檀野の地

に新たに分窯されたという意味でやはり「過渡的」な性格

を持つといえよう。以上をまとめれば、前節と同じく安川

天皇窯に過渡的様相を見出したと評価でき、さらには正友

ヤチヤマ窯跡との技術的な繋が りを加えて指摘できるので

はないだろうか。 (間野 達 )

� 西井龍儀「利波郡における分窯とその背景J『北陸古代土器研

究』第4号 北陸古代土器研究会
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第 3節 越中における編年的位置

(1)は じめに

本節では、安川天皇窯の年代観を検討 してい く。まず、

富山県内の8世紀代の窯跡 と比較検討 し、越中における大

まかな位置づけを行なった後、栴檀野窯跡群における須恵

器生産の概要を追ってみたい。

(2)越中における安川天皇窯の年代

越中の同一時期の窯 として砺波郡 :小矢部市平桜岡山3・

4・ 5号窯、射水郡 :石 名山1号窯、小杉流通業務団地 No,16

遺跡 1・ 2号窯、婦負郡:古沢窯跡群があげられる。以下、各

遺跡の概要を食膳具を中心に述べた後に安川天皇窯との比

較を行なう。

〔砺波郡〕

平桜岡山窯跡群i  現在6基が確認 されてお り、3・ 5号窯

が発掘調査されている。出土 した須恵器の様相より3→ 4・ 5

号窯の変遷が追え、8世紀中葉と考えられる。

3号窯は杯蓋、有台杯、無台杯、皿、稜銃、承盤、長頸

瓶、重蓋、狭回壼、広口壺、小型広口壺、小型無形重、横

瓶、奏、長胴甕、鍋などが存在する。杯蓋は法量により2

種に分類でき口径10,9～ 14.5c14、 器高1.8～ 3.6cmの ものが主

ftkを 占める。つまみの形態は扁平な宝珠形を呈 し、縁端部

の形態は鋭 く内屈する折曲である。有台杯は法量により4

種に分類でき、深い形態のものは日径149～ 17 9clu、 器高

5.2～ 7.5cmの ものと口径 17 3cm、 器高8.8cmの 2法量に分類で

きる。無台杯は扁平 タイプが主体を占め、椀タイプはわず

かに認められるだけである。5号窯では器種構成は3号窯と

ほぼ同じで高杯、浅甕が加わるが、3号窯 とほぼ近い時期

と考えられる。

〔射水郡〕

(1)石名山1号窯h  杯蓋、有台杯、無台杯、杯 C、 杯 D、

鉄鉢、長頸瓶、広口瓶、重蓋、狭口壺、小型広日壼、横瓶、

甕、浅甕、長胴奏、土師器小型甕などがあ り、杯蓋、有台

杯、無台杯など食膳具が主体を占める。

杯蓋は口径によって3法量に分類 され、口径14～ 16 5cm

のものが主体を占める。頂部外面に全て回転箆削 りが施さ

れ、丁寧なものは縁端部近 くまで施される。縁端部形態は

折曲が主で、わずかに外反する要素が認められる。有台杯

は法量によって5法量に分類され、日径124～ 14.8cmの もの

は器高31～ 4.9帥 の浅いものと63～ 8.3cm深 いものに分か

れ、前者が有台杯全体の中で主体を占める。径高指数は30

前後が多い。無台杯は扁平・椀 タイプがあ り前者が多い。

径高指数はばらつきが多いが26～ 31が大部分を占める。そ

の他の特筆事項としては鉄鉢が2点表採されている。また、

金属器を模 した杯蓋、杯類は見られない。

(2)流団No 16遺 跡�  l号窯が8世紀第2四 半期、2号窯は

改修が認められ、操業当初の2号窯―Ⅱが8世紀第1四半期、

改修後の2号窯― Iが8世紀前半～中頃と考えられる。

2号 窯の器種は杯蓋、有台杯、無台杯、稜銃、鉄鉢、長

頸瓶、広日瓶、重蓋、球胴重、狭口壼、広口壼、小型広口

瓶、小型短胴壼、小型球胴壼、平瓶、横瓶、鉢、厚底鉢、

妻、浅甕、鍋などがあ り、窯道具として専用の焼台 も出土

している。杯蓋は回径136～ 16 5cmの 1法量のみで、つまみ

は扁平な宝珠形 を呈 し、縁端部は折曲または断面三角形

(以後三角と略す)を呈する。有台杯は法量により7種 に分

類でき、日径7.8～ 8.6cm、 器高3,4～ 4.5cmの小型品と、口径

19.0～ 19.6cm、 器高43～ 6.4cmの 大型品が一定量存在する。

深い形態のものは日径14.3～ 14.7cm、 器高5,4～ 6.2cmと 口径

14 8cm、 器高10 2cmと 口径 17 2cm、 器高66～ 7.2cmの3種 に

分かれる。

1号窯の器種は杯蓋、有台杯、無台杯、有台皿、無台皿、

高杯、稜鉤、鉄鉢、長頸瓶、広口瓶、壺蓋、球胴壺、狭口

重、小型長顕瓶、小型広口瓶、小型短胴壺、小型無頸壺、

平瓶、横瓶、鉢、甕、浅甕、長胴斐、鍋など豊富である。

杯蓋は口径によつて3法量に分かれ、口径14.1～ 16.3clnの も

のが主体を占める。つまみの形態も扁平な宝珠形が主体を

占めるが、環状やつまみをつけないものも存在する。縁端

部の形態は折曲または三角である。有台杯は法量により9

種に分類でき、深い形態のものは口径10 5cm、 器高7.Oc m

と口径 131～ 14.8cln、 器高5.8～ 7.8c14と 口径 15。 1～ 17.4cm、

器高545～ 8 7cmに 分類できる。日径122～ 14.8cta、 器高3.1

～4.7cmが主体を占める。無台杯は法量によって7法量 に分

類で き、日径 10cm、 器高6.2cmの ものや口径15.5～ 17.Ocm、

器高5.5～ 6 3cmの ものなど深い形態のものが存在する。

以上の4基の前後関係を考えると、まず流団No.16遺跡2

号窯―Ⅱが8世紀第1四半期の後半と考えられる。次に有台

杯に器高による分化が認められる石名山1号窯が8世紀第2

四半期の初め、次に流団No 16遺跡2号窯― Iが8世紀 中葉

と考えられる。流団No.16遺 跡1号窯に関 しては8世紀第2

四半期で、流団No 16遺 跡2号窯― Iと ほぼ同時期 と考え

られるが、皿類が一定量確認できる。

小矢部市教育委員会 1981『平桜岡山3号窯跡』
2002『小矢部市史』月ヽ矢部風上記編

大門町教育委員会 1986『石名山窯跡発掘調査報告』

i� 富山県教育委員会 1980

発掘調査概要』

富山県教育委員会 1984

発掘調査概要』
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〔婦負郡〕

古沢窯跡群i  富山大学考古学研究室で1979～ 81年 の3カ

年にわたり遺跡分布調査が行われてお り、全て表採資料で

あるが詳細な分析がなされている。須恵器散布集中地点は

5箇所あ り、1～ 5号窯とされている。須恵器の様相から3→

2→ 1→4→5号窯の順に操業 したと推定でき、採集量の多い

2号窯は8世紀第2四 半期、1号窯は8世紀第3四半期、4号窯

は8世紀第4四半期が主体をなすと考えられる。

2号窯の器種は杯蓋、有台杯、無台杯、皿、盤、狭口重、

広口重、長頭瓶、広口瓶、横瓶、奏、長胴甕など15器種が

ある。1号 窯では杯蓋、有台杯、無台杯、皿、高杯、盤、

鉄鉢、狭日壼、広口壺、長頸瓶、広口瓶、鉢、横瓶、浄瓶、

甕、長胴甕、鍋など20器種がある。4号窯では杯蓋、有台

杯、無台杯、皿、高杯、盤、狭口壺、広口重、長頸瓶、鉢、

横瓶、甕、長胴甕、鍋、甑など17器種が存在する。杯蓋は

法量により2号窯では3種 に、1号窯では3種に、4号窯では2

種に分類できる。量的に主体を成すのは口径12cm以上18cm

未満のものであるが、分布の中心を見ると、2号窯では16

cm、 1号窯では14■ 5cm、 4号窯では13'14cmと 徐々に小型化

している。外面調整をみても、2号窯では回転箆削 りを施

す ものが894%と 大多数を占めていたのに対 し、1号 窯で

は33.1%、 4号窯では40.6%と 減少 し、撫でを施すものが過

半数を占めるようになる。縁端部の形態 も2号窯では折曲、

三角、外反がほぼ同比率であったのに対 し、 1・ 4号窯では

三角、外反が比率を減 じ、折曲がそれぞれ71,1%、 64.9%

と主体を占めるようになる。有台杯は2号窯では5種、1号

窯では4種、4号窯では2種 となり法量分化が減少 している。

有台杯 も杯蓋 と同様に、主体 となる口径13側以上16硼未満

のものを見ると、日径の分布の中心が2号窯では14cm、 1号

窯では12・ 13cmと 小型化が見られる。器高をみると、2号窯

では4cm前後に集中し、径高指数を異にした法量分化であ

るが、1号窯では深身の形態のものが漸増 し、4号窯では法

量分化が減少する一方、径高指数を同 じくする明瞭な2法

量分化 となる。無台杯は基本的に1法量であるが、日径の

中心を見ると、2号窯では13cn、 1号窯では12・ 13硼 、4号窯

では1号窯同様に12・ 13cmであるが、1lcmの小型のものが存

在 し、確実に法量の小型化が見られる。

〔安川天皇窯の編年的位置づけ〕

以上富山県内における8世紀代の窯跡の概要を述べてき

た。安川天皇窯をこれらの窯と比較すると、器種の、特に

瓶・重類の貧弱 さが 目に付 く。8世紀第 1四 半期の流団

No.16遺跡2号窯―Ⅱをみても7種 と、5種 の安川天皇窯が

やや少ない。また、器種だけでなく瓶・壼類の全体に占め

第 3節 越中における編年的位置

る比率 も少ない。

さらに有台杯の法量分化は、8世紀第2四半期初めと考え

られる石名山1号窯では器高による分化が認められ5法量

に、8世紀第2四 半期 と考えられる古沢2号窯では器高は4cm

前後に集中するが深身のもの1法量を含めた5法量に、同じ

く流団No 16遺跡1号窯では9法量に分類される。同じ砺波

郡に属する平桜岡山3号窯でも深身のものを含めた4法量に

分化する。

安川天皇窯では有蓋有台杯2法量十無台杯1法量で、深身

の有台杯が確認できない。 しかし、有台杯の形態は規格性

があり、田島編年Ⅲ期 までみられるような古い形態のもの

はなく、法量・形態の整理がなされた段階といえる。また、

無台杯 も椀 タイプと扁平 タイプの区別がつかないほど椀タ

イプの口径の小型化が進み、ほとんどが平底である。8世

紀第2四半期 と考えられる古沢2号窯、流団No 16遺跡1号

窯では有台杯、無台杯に古い形態が認められるため、安川

天皇窯はこれらに後続 し、深身の有台杯の分化・定着が認

められないことから古沢1号窯、平桜岡山3号窯より先行 し、

8世紀中葉という年代が与えられる。能登国と加賀国にま

たがる高松。押水窯跡群の8世紀代の様相を見るとⅢ、田嶋

編年Ⅳl期前半の正友ヤチヤマ窯が有蓋有台杯2法量十無台

杯1法量であ り、瓶・重類が少ないなど共通点が認められ

る。窯体構造、窯詰め方法などの共通点からも安川天皇窯

と近い時期 と考えられる。 しかし、正友ヤチヤマ窯跡では

無台杯が主体をなすのに対 し、安川天皇窯では有台杯が主

体をなすが相違点である。

(3)栴檀野窯跡群における位置づけと概要

以上、越中における8世紀代の須恵器窯跡 と比較検討を

行い、安川天皇窯の大まかな年代観をみてきた。本項では

栴檀野窯跡群の福山支群 における須恵器生産の概要を追

い、安川天皇窯の位置づけを行う。なお、栴檀野窯跡群で

発掘調査が行われているのは、安川天皇窯と同じ福山支群

に属する福山1号窯のみである。

栴檀野窯跡群は、庄川の右岸に形成された芹谷野段丘上

に立地 し、北の増山支群 と南の福山支群に分かれる。安川

天皇窯は福山支群に属 し、同支群には早 くから瓦塔の出土

で注目されていた福山窯がある。栴檀野窯跡群で、最 も早

く須恵器生産が行われたのは、増山支群の宮森窯で8世紀

第2四半期頃とみられる。その後増山支群では8世紀後半に

なると、亀田窯、団子地坂窯、妙覚寺坂窯 と操業が続 く。

同じ頃、福山支群でも福山1号窯が操業を開始 し、福山小

堤窯、福山大堤窯 もほぼ同時期 と考えられる。9世紀に入

ると、増山支群の増山外貝喰山窯、小丸山1・ 2号窯、増山

i 富山大学人文学部考古学研究室 1989『越中止末窯』 � 石川県立埋蔵文化財センター 1994『正友ヤチヤマ窯跡』
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外法蓮山窯、10世紀には増山笹山窯などが操業するi。

(1)福山1号窯の概要

芹谷野段丘の南端近 くに立地する。1940年の瓦塔の発見

等で古 くから注目され、1950年の高畠順氏 と般若中学校科

学班の試掘調査を初め、1962年 に砺波市史編纂委員会によ

る発掘調査が行われた。発掘調査が行われたのは1号窯で

あるが、付近に他にも数基存在するものと推定される。福

山1号窯では須恵器875破片、土師器3破片が出土 した。

器種構成  器種構成は杯蓋、有台杯、無台杯、双耳杯、

鉄鉢、小型鉢、横瓶、長頸瓶、広口瓶、双耳瓶、広口重、

直口壺、甕、鍋、土師器長胴甕、水瓶がある。食器以外に

も瓦塔、土馬、円面硯、猿面硯、土鈴など器種は豊富であ

る。器種構成はTab 12に 示すが、資料が散逸 し実見で き

なかったものが多々あると思われる。また、日縁部計測法

による器種構成比率と破片数計測法による比率にかなり差

が生 じてしまったが、日縁部計測法のほうが事実に即 して

いると考え、以後口縁部計測法の比率を採用 し検討する。

食膳具の構成比率をみると、杯蓋の比率が最 も高 く、無台

杯との比率は約2.8:1で ある。食膳具全体の比率をみると、

78.7%と 安川天皇窯 と比べると低い。それに対 し、貯蔵具

は20.5%と 全体の4分 の1を 占める。煮炊具は0.8%と ほとん

ど変わらないため、貯蔵具の増加が食膳具の比率を下げる

理由であ り、安川天皇窯との相違点といえる。

器種/計測法 口縁部計測法   破片数計測法

は器高2.0硼 前後～35硼前後 とばらつ きがある。

製作技術に関 しては安川天皇窯同様 に縁端部の形態 と、

外面の調整の2点 を検討 した (Tab 14)。 縁端部の形態は

折曲が84%を 占め、続いて外反が13.5%、 単に丸 くおさめ

るものがわずかに存在する。折曲形態についても、端部を

丸 くおさめるものが最も多 く、断面三角形になるようなも

のは少ない。外面調整は全面箆削 りが1.0%、 頂部十体部

箆削 りが12.7%、 頂部箆削 りが41.2%、 撫でが27.5%、 無

調整が17.6%で ある。

有台杯   I:回 径20.Ocm、 器高6.l cm、 Ⅱ i回 径 14.0～

16.Ocm、 器高5.5～ 7.Oc14、 Ⅲ :120～ 15 0cm、 器高4 0cm前 後

～4.5cm、 Ⅳ :日 径100～ 12.5cm前 後、器高3.5cm前 後～45

cmの4法量が存在する。法量 Iは法量分布図に反映で きる

ものが 1イ固体 しかないが、法量 Ⅱと器高がほぼ同じで、日

径が大型のものと考えられる。

高台形態は断面方形になるものが主体であ り、端面を凹

ませるものも一定量存在する。

底部調整は確認できたもののうち、箆削 りが20.4%、 撫

で力弩8.9%、 無調整力蓮0,7%である。

無台杯 :口径10.2～ 15,2cm、 器高2.2～ 3.9cmと 幅があるが、

基本的には径高指数24前後の1法量である。

底部調整は箆削 りが7.8%、 撫でが18.8%、 無調整が73.4%

である。

甕  口径10cm前後の小型甕、日径20cm～ 30cmの 中型甕、

日径35cm～ 60cmの大型甕、口径65cm以上の特大型甕が存在

する。口径35cm以 上の大型甕には突帯 と1条 の沈線で区画

された波状文を持つ。

土師器甕  口径25cm前後である。調整は外面体部、ある

いは口縁内面にカキロを施す。焼成は還元硬質で須恵質で

ある。

(2)福 山1号窯との比較

以上福山1号窯の概要を簡単に述べてきたが、それに基

づき安川天皇窯と比較 し、前後関係を明らかにしたい。

器種構成 :食膳具の比率をみると、安川天皇窯が93.5%

と非常に高い比率を占め、福山1号窯では78,7%と やや低

い。その代わりに、貯蔵具は安川天皇窯では49%、 福 山1

号窯では205%と 4倍近い。煮炊具は安川天皇窯で1_6%、

福山1号窯で0.8%と ともに低い。食膳具内の器種をみると、

安川天皇窯では有台杯が最 も多 く、無台杯 との比率 は約

1.6:1、 福山1号窯では杯蓋が最 も多 く無台杯 との比率は

約28:1(有 台杯 と無台杯の比率は約1.5:1)である。こ

のように、福山1号窯では有蓋有台杯の比率が安川天皇窯

よりも高い。また、法量をみても、有台杯は安川天皇窯で

は器高を同じくする大小2法量であるのに対 し、福山1号窯

では器高が深いタイプが加わり、4法量 となる。

杯蓋

有台杯

無台杯

食膳具総計

16.1に 1.0

8.5¢ 2.1)

5.7(14.9

30.398,7)

143 (16.2)

142 (16.1)

118 (13.4)

403 (45.7)

瓶・壷類

甕

貯蔵具総計

(5,7)

(14.8)

(20.5)

143 (162)

332 (37.3)

475 (53.9)

2.2

5,7

7.9

土師器奎

煮炊具総計

0.3 (0.8)

0.3 (0.8)

3(0.4)

3(0.4)

総計 38.5(100) 881(100)

(口 縁部計測法による括弧外は個体数、括弧内は%、 ※は存在するが比率が

数値として表れないもの。破片数計測法による括弧外は破片数、括弧内は%)

Tab.12 福山1号窯の器種構成表

杯蓋   Ⅲ:口 径134～ 17.Ocm、 Ⅳ:口径11.2～ 13 0cm、 法量

分布図には反映されないが、 I:口径18.8cm～ 23.Ocal、 Ⅱ :

口径146～ 18 3cmの 4法量に分類できる (Tab。 13)。 法量Ⅳ

i 砺波市史編纂委員会 1989『 砺波市史』 資料編1考古 古代

中世
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器高
(cm)

300

200

100

000

個体数

5

Ⅲ

∴l

器高
(cm)

300

200

100

000

個体数

10

口 径 (cm)
°
0考

器高
(cm)

600

400

200

000

個体数

2

1

口径 (cm)
00`

器高
(cm)

400

300

200

100

000

個体数

5

口径 (cm)
0。

`

Tab.13 法量と法量別個体数
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杯蓋

杯類

有台杯

無台杯

鉄鉢

瓶・壺類

壺

長胴甕

40%

還元硬質  □ 違元やや硬質  □還元軟質

酸化硬質  回酸化やや硬質  圏酸化軟質

安川天皇窯器種別の焼成

第 4章 考  察

安川天皇窯

福山1号窯

0%    20%   40%   60%   80%

□宝珠形 囲 中凹形 ロ ボタン形

杯蓋つまみ形態

安川天皇窯

福山1号窯

全面肖uり 図頂十体部削り 圏頂部削り Ill撫 で □ 無調整

杯蓋外面調整

安川天皇窯

福山1号窯

囲 外反  回 折曲  □ 丸

杯蓋縁端部形態

安川天皇窯

福山1号宗

箆削り lll撫 で  □ 無調整

杯類外底面調整

Tab 14 焼成・杯蓋つまみ形態・縁端部形態 。外面調整・杯類外底面調整

安川天皇窯

福山1号窯

100%

退元硬質  □ 還元やや硬質  □還元軟質

酸化硬質  □酸化やや硬質  圏酸化軟質

目

目

安川天皇窯 。福山J号窯出土須恵器の焼成
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無台杯の口径をみると、安川天皇窯では13.4cmに 分布の中

心があるが、福山1号窯では12.2cmに 分布の中心がある。

有台杯 も法量Ⅲは安川天皇窯では13 4cmに 、福山1号窯で

は13.7cmに 分布の中心があるが、法量Ⅳでは安川天皇窯で

は11 4cmに 、福山1号窯では106軸に分布の中心がある。

貯蔵具をみると、甕が安川天皇窯では口径25～ 30cmの 中

型奏のみであるのに対 し、福山1号窯では口径 11 0cmの 小

型甕から口径72.Ocmの 特大型妻まで存在する。

以上のように、安川天皇窯 と福山1号窯 を比較すると、

福山1号窯は器種が豊富である。特に有台杯の法量分化が

進行 している。また、無台杯、有台杯 ともに小型化の傾向

が窺える。杯蓋のつまみも安川天皇窯では宝珠形を呈する

ものが多 く、ボタン状を呈するものはない。以上から、安

川天皇窯は福山1号窯に先行するものと考えられる。福山1

号窯は8世紀第3四 半期～第4四半期 と考えられ、小杉町天

池窯跡群や小矢部市平桜岡山窯跡群に後続する。そのため、

安川天皇窯の年代は8世紀中葉に位置づけられる。 しかし、

杯蓋の縁端部形態や有台杯の高台形態など福山1号窯、ま

たは栴檀野窯跡群に継承されない要素もあ り、後続する他

の窯跡とは性格を異にするものであったと考えられる。

(3)栴檀野窯跡群の概要

本章では栴檀野窯跡群の福山支群のIFA要 について述べ

る。安川天皇窯、福山1号窯以外は発掘調査が行われてお

らず表採資料のみとなるため、器種構成比や法量分布等が

把握できず、考察としては不十分な点が多 くなってしまっ

たことを断つておきたい。

現在福山支群で確認されている窯で、最 も古いのが安川

天皇窯である。食膳具を中心に述べると、有蓋有台杯2法

量十無台杯 1法量で、器高による法量分化は見 られない。

また、杯蓋に形態もいわゆる平笠タイプのみで、つまみは

高い宝珠形と扁平な宝珠形が混在する。縁端部の形状は外

反のみである。有台杯は日径 を異にする2法量であるが、

口縁部でやや外反 し、高台が底部と体部の境付近につ くこ

となど全体的に形態にまとまりがある。無台杯もやや深身

で、底部 も平底のものが多い。

後続するのは福山1号窯である。安川天皇窯では貧弱で

あった貯蔵具類に長頸瓶が、煮炊具に鍋が加わる。食膳具

をみると有台杯が4法量に分化 し、深身のものが加わる。

さらに日径20.Ocm、 器高6.lcmと 大型のものが存在する。安

川天皇窯から続 く法量Ⅲは口径の中心が13.4cmか ら13.7cm

とほとんど変化がないが、法量Ⅳは口径の中心が11 4cmか

ら10.6cmへ と確実に小型化が進行する。さらに無台杯 も同

様に口径の中心が13 4cmか ら12.2cmと 小型化が窺える。有

台杯の形態は高台のつ く場所が安川天皇窯 より内恨1に な

り、徐部の立ち上が りも増す。そのためか、底部 と体部の

第 3節 越中における編年的位置

境に明瞭な稜が確認できる。高台が安川天皇窯のものより

しっか りとした印象を受けるが、高台形態が断面方形のも

のが主体を占めるからであろう。瓶・壼類は全形を明らか

にしえるものが少なくあまり比較ができないが、甕類の口

縁部形態は口縁端部に水平な面ないし曲面をなし、内面が

肥厚する形態であ り、突帯を巡らし波状文を施すなど、安

川天皇窯 と明らかに相違点が見られる。安川天皇窯で出土

した甕は法量26.6～ 30.2cmの 中型甕のみである点を考え合

わせても、以後の栴檀野窯跡群の様相 と比べ、安川天皇窯

の特異性を示す ものとなる。安川天皇窯の甕と同様の口縁

部形態のものは正友ヤチヤマ遺跡でも出土 してお り、安川

天皇窯 と同 じく狭口こ と口縁部形態を共にするようであ

る。

福山支群ではこの他に福山小堤窯、福山大堤窯が存在す

るが、表採資料で数も少なく詳細な検討ができないが、杯

蓋の形態を福山1号窯のものと比べると、福山1号窯のもの

のほうが縁端部の屈曲が強 く、有台杯の形態も福山大堤窯

のものは体部 と底部の境が九みを持つ。福山1号窯さほど

時期差はないものと考えるが、福山1号窯よりやや古い要

素を残すものといえる。また、安易な考えかもしれないが、

福山1号窯より安川天皇窯に近い立地であることも提示 し

ておきたい。

(4)終わりに

以上、安川天皇窯の編年的位置づけについて富山県内の

8世紀代の窯跡 との比較 をもとに行なってきた。安川天皇

窯は杯類の形態の整理がなされるが、有台杯に深身のもの

がなく大小2法量に分化するにとどまる。田嶋編年Ⅳl期後

半の要素として深身の有台杯の分化があげられるが、その

点からもⅣ】期前半という位置づけができる。また、第1・

2節 でも述べられてきた過渡的な要素と福山1号窯との相違

点は出土遺物からも窺え、安川天皇窯の操業された背景な

どの詳細な検討が必要 と思われる。補足であるが、富山県

福光町と福野町にまたがる安居・岩器窯跡群の安居中野山

窯跡や岩木北谷窯跡群の表採資料の中に、安川天皇窯と同

様に縁端部の形態が外反である杯蓋を確認でき、8世紀中

頃～後半の窯 とされるi。 また、正友ヤチヤマ窯跡 との類

似点も再三にわたつて述べてきたが、8世紀の能登・加賀

国と越中の技術系譜の関係を考える上で重要な資料となろ

つ O (福沢 )

i 宮山考苦学会 1984『大境』第8号

富山考古学会 1985『大境』第9号

石川考古学研究会 北陸古代土器研究会 1988『 シンポジウム北

陸の古代土器研究の現状と課題』資料編
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第4章 考察

第 4節 須恵器生産と耕地開発

本節では、前節までに取 り上げた須恵器生産上の技術

的狽J面 (窯体構造・焼成技術・須恵器編年)の評価で浮き

彫 りとなった安川天皇窯の成立背景を歴史的な事象を絡め

て俎上に載せ、栴檀野窯跡群内における位置付け、さらに

奈良時代末から平安時代初期に経営を確立 し、窯跡群成立

のもっとも大きな要因と旧来から指摘される東大寺領荘園

の開発に焦点をあて、窯業生産と耕地開発の関係性につい

て若干の考察を試みたい。

(1)栴檀野窯跡群について

栴檀野窯跡群の概要  窯跡群は、射水郡 。婦負郡に隣接

する位置にある。庄川扇状地の東側に古扇状地の段丘 とし

て残る芹谷野段丘から庄東山地にかけて分布 し、総称 して

栴檀野窯跡群 という。これまで計16遺跡で窯が確認されて

お り、多 くは平野に面する丘陵西側斜面に立地 している。

もっとも早 く操業されたのは8世紀第2四半期 といわれる宮

森窯で、8世紀後半から9世紀にかけて生産が盛行 し、10世

紀頃に衰退期を迎えるとされる。

窯跡の分布  窯跡群は、南北の2つ の支群により成って

いる。南北約2.Okmの範囲に窯跡が点在 してお り、北の増

山支群、南の福山支群で構成される。増山支群は、段丘縁

辺に数基存在するが、大半が山地に立地 し、射水丘陵窯跡

群域にまで食い込むように存在する。また、福山支群には

著名な福山窯跡をはじめ、福山小堤窯、福山大堤窯、安川

天皇窯で構成される。増山支群に比べ発見された窯跡数は

少ない。安川天皇窯跡は、福山支群に含まれ、栴檀野窯跡

群でもっとも南に位置 している。

窯跡の立地  芹谷野段丘裾にある宮森窯を除いて丘陵斜

面地に立地 している。周辺は現在でも三助焼などの窯業が

盛んに行われてお り、良質の粘土と薪木の獲得が可能であ

ることから、築窯条件の良い芹谷野丘陵一帯に須恵器生産

地が選定されたものと思われる。また、窯跡群内には炭焼

窯も多数発見されてお り、燃料材 となる山林資源の用役問

題と密接な関係 を指摘することができる。

窯跡の時期別分布  増山支群の宮森窯と福山支群の安川

天皇窯がもっとも古 く8世紀第2四半期～中葉に位置づけら

れ、8世紀第3四半期から第4四半期にかけて増山支群の増

山亀田窯、増山団子地窯、増山妙覚寺坂窯が操業を始め、

同時期には福山支群で福山窯、福山小堤窯、福山大堤窯が

操業 している。9世紀前半に入ると、小九山1・ 2号窯が操

業され、9世紀後半から10世紀にかけて正権寺後島窯、増

山外貝喰山窯、増山笹山窯、東笹鎌野窯が操業をし、以後

栴檀野窯跡群では須恵器生産が衰退する。

支群  遺 跡 名 種 別 時 代 編 年

増
山
支
群

安川天皇窯

福山1号窯

福山2号窯

福山小堤窯

宮森窯     窯

増山団子地窯  窯

増山妙覚寺坂窯  窯

増山亀田窯   窯

増山池ノ平等窯  窯

福 4i究甘ウ§墓   墓
轟 増山タト貝喰山窯  窯

増山赤坂窯   窯

増山外法蓮山窯  窯

増山笹山窯   窯

正権寺後島窯  窯

東笹鎌野1号窯  窯

東笹鎌野2号窯  窯

窯    奈良

窯・製鉄  奈良

窯    奈良

窯    奈良

8c2/4-3/4

8c3/4

8c3/4

8c3/4-4/4

8c3/4-4/4福山大堤窯   窯    奈良

奈良

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

平安

平安

奈良・平安

平安

平安

平安

平安

平安

平安

8c2/4

8c3/4

8c3/4-4/4

8c2/4-4/4

9c?

9c1/4-2/4

9c1/4-2/4

8c3/4-4/4

9c3/4-

9c4/4?

9c4/4-10c1/4

9c4/4-10c1/4

9c4/4-10c1/4

10c2/4-3/4?

計19基 (福 山支群5、 増山支群14)

Tab.15 栴檀野窯跡群 窯跡一覧

(2)砺波郡における須恵器の生産 と流通 (同 g.26)

一郡―窯的体制  栴檀野窯跡群が成立 した8世紀後半は、

「一郡一窯的J体制という律令的土器生産体制、つま り須

恵器 と土師器の一体生産が確立する時期 にあたるi。 この

窯業上の画期は、律令国家の経済政策 と連動するものであ

り、古代前半期 (7世紀初頭から9世紀初頭)の手工業生産

政策は行政単位ごとの集約的な手工業センターを作ること

を目指 した。砺波郡では、小矢部川左岸の安居・岩木窯跡

群において7世紀前半から須恵器生産を始めており��、そ

の後7世紀後半から窯場が増加 し、8世紀代 には小矢部ナ|1左

岸や芹谷野段丘上に窯跡群が展開する。それまで小矢部川

左岸に生産域が集中していたが、突如 として砺波平野東部

に窯場が作 られる。続いて丘陵地帝である松永窯跡群 に窯

場が集約されてお り、西井氏は須恵器 とともに瓦を焼成 し

ている点に注目し、「郡行 (評衛)や駅馬の設置」 との関

連を示唆 している。

i 北野博司 1994「総論」『北陸古代土器研究』第4号 北陸古代土

器研究会

池野正男氏は、砺波郡における須恵器生産開始期を7世紀第2

四半期とされる。池野正男 1988「越中における須恵器生産の

概要J『 シンポジウム 北陸の古代土器研究の現状と課題』 (報

告編)石川考古学研究会・北陸古代土器研究会

上野 章 2003「3 安居窯跡群」『富山県ボランテイア埋蔵文化

財保護活動事業発掘体験講座 婦負郡婦中町勅使塚古墳 。中

新川郡上市町永代遺跡・東砺波郡福野町安居窯跡群・身寸水郡

小杉町中山中遺跡発掘調査報告」 (財 )富山県文化振興財団
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900年

射 水 郡

砺 波 郡
栴 檀 野 窯 跡 群  |

婦 負 郡 ー

新 君呂

Tab.16 越中における郡別の須恵器窯操業期間 (宇野隆夫刊994よ り転載 )

小矢部川左岸の窯跡群  現在の小矢部市域には、松永窯

跡群、平桜岡山窯跡群、松尾窯跡群、谷内窯跡群の4つ の

窯跡群が存在する。これまでは松永・埴生窯跡群 (松永、

松尾、谷内)と 平桜岡山窯跡群に分けられているが、小矢

都市史にもとづき、松永・埴生窯跡群を以下のように分け

て記述 した。また、松永・埴生窯跡群の南東約7kmに は、

南砺市域に安居・岩木窯跡群がある。

松永窯跡群  小矢部市の西域にあ り、砺波山丘陵の東麓

に分布する西蓮沼窯跡、山王奥堤窯跡、蓮沼新堤窯跡、長

窯跡、松永窯跡の7基で構成されるi。 西蓮沼窯が最 も早 く

操業されてお り、7世紀第3四 半期に位置付けられる。蓮沼

新堤窯跡では、灰原から須恵器と軒丸瓦 (単弁八葉蓮華文 )、

九瓦 (行基葺式、無段 )、 え斗瓦が出土 してお り、7世紀末

頃と見られる。山王奥堤窯、蓮沼新堤窯、長1号 ・2号窯、

松永1号 ・2号窯は、西蓮沼窯に後続 しいずれも8世紀前半

の操業と考えられる。

平桜岡山窯跡群  小矢部市の南部、蟹谷丘陵北狽1に 分布

し、1号窯から6号窯までの6基で構成される。3号・5号窯

の2基が発掘調査 されているh。 3号窯は、全長約82mの半

地下式無断無階の害窯であり、床面に複雑な排水施設をも

松尾窯跡群  小矢部市西部の砺波山丘陵東端、渋江川の

支流膿川と利波川の間にある丘陵先端部に立地 し、2基 の

窯で構成される。南側にもう1基 の窯が存在する可能性 も

考えられる。7世紀末の山王奥堤窯や蓮沼新堤窯、8世紀初

頭の松永 H窯の須恵器に似ることから、8世紀を前後する

時期と考えられている。平瓦と九瓦が出土 しているが、供

給地は明らかでない。

西井龍儀他 2002「松永窯跡群」『小矢都市史 おやべ風上記

編』小矢部市史編纂委員会

小矢部市教育委員会 1981『富山県小矢都市平桜岡山3号窯跡』

谷内窯跡群  小矢部市西部の埴生谷内地内にあ り、1

号・2号の2基で構成される。2号窯の発掘調査が行われて

お り、8世紀初頭頃の遺物が出土 している蘭。

安居・岩木窯跡群  医王山から延びる蟹谷丘陵の東側斜

面地に7～ 9世紀にかけて計16基 の窯が確認 されている�。

大 きく2つ の支群で構成され、北の安居支群では安居ロノ

部窯、安居大堤窯、安居中野山窯があり、南の岩木支群で

は岩木北谷窯3基 V、 岩木中宮谷窯1基 、岩木尻広谷窯1基が

ある。

安居支群  安居ロノ部窯は、富山県文化振興財団により

発掘調査が行われ2基の窯を確認 している。1号窯は、地下

式で推定全長11.5mを 測 り、「窯尻に送風排煙調整用の溝」

が伴 う可能性があ り、7世紀前半から後半に位置づけられ

る。安居大堤窯では、マリーナ造成に伴い調査されてお り、

15mの 間隔で並存する2基の窯を検出している。未報告の

ため詳細は明らかでないが、いずれも規模は全長8～ 10m、

幅1.2～ 15m、 高さ12mを 測る。2号窯の床面には、焚口

付近から前庭部の窯壁に沿って溝1条 を検出してお り、焚

口付近でT字 に直交する�。遺物から8世紀第3四 半期 と考

えられる。安居中野山窯は3基から成 り、2号窯では「窯が

焼かれたのち、窯体側部を破壊 して製品あるいは残存土器

片を掻 き出 した」痕跡 らしき断面状況を確認 しているm。

3基 ともに8世紀中葉頃と報告されている。

五i伊藤隆三 1994「 Ⅳ 谷内窯跡群発掘調査概報J『平成5年度小

矢都市埋蔵文化財発掘調査概報J月 矢ヽ都市教育委員会

� 上野 章 2003「 3 安居窯跡群」『富山県ボランティア埋蔵文化

財保護活動事業発掘体験講座 婦負郡婦中町勅使塚古墳・中

新川郡上市町永代遺跡・東砺波郡福野町安居窯跡群・射水郡

小杉町中山中遺跡発掘調査報告』 (財)富 山県文化振興財団

v 岩木北谷3号窯は、「瓶焼谷窯」として知られる窯。

vi林浩明氏のご教示による。

v� 安念幹倫・山森伸正・林浩明 1985「 安居・岩木窯跡における

新資料の紹介 E」 『大境U第 9号 富山考古学会
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Fig.25 砺波郡 内の須恵器窯の分布 と東大寺領荘 園 (sctte=1/100,000)
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● ● ?● 円面硯?‖ 上。

一  百 雪≧   9c1/4-2/4

一 末 窯  9c3/4
*● ―窯体出上、○…窯体外 (灰 原等)で出上。窯体内外不明のものは0と した。
*○世紀前半 (後 半)と ある時期は、Oc1/4‐ 2/4(3/44/4)と した。中棄とある時期は、Oc2/4毛 /4と した。

*時期および器種構成については、市史 報告書 論文等に拠 っている。
*松 尾窯跡群には2基の窯跡が発見されており、便宜 ■「1号 窯」 「2号窯Jと している。

Tab 17 砺波郡内における窯跡出土須恵器の器種構成
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編年軸 須 恵 器 窯 跡 群
消費遺跡

寺期 期 小期 暦年 松永・埴生 平桜岡山 安居・岩木 栴檀野 単独窯

日可

半

期

II

Iっ

Ⅱl

Ⅱ2

Ⅱ3

I

Ⅱ

Ⅲ

/4

8c1/4

8c2/4

8c3/4

9c1/4

西蓮沼
山王奥堤、蓮沼新

松永2号
埴生谷内1号、2号
松永1号、長2号

平桜岡山3号

平桜岡山4号 ,5号

安居ロノ部1号 (に

=安居ロノ部2号 (い 2

岩木尻広谷

安居大堤
岩木北谷 (瓶焼谷)

岩木中宮谷
安居中野山2号 ,3号

？

号

宮森

安川天皇
福山、増山団子地

増山妙覚寺坂

桜町SB25

桜町横穴墓

高沢島Ⅱ
Ⅳ

Ⅳ‐　
扇
⑪
扁
帥

後

　

半

　

期

V

Ⅵ

Ⅷ

Vl

V2

Ⅵュ

Ⅵ2

Ⅵ3

Ⅶ l

Ⅶ2

(古 )

Ⅶ2

r喜津ゝ

9c3/4

10c1/4

ぐみ谷奥
小丸山1号、2号

増山笹山

犬藪、百楽田(館 )

末

高瀬 (石仏、穴田)

Tab 18 砺波郡 の須恵器窯編年

※西井龍儀1988「砺波郡の概要J Fシ ンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題 (報告編)』 の編年表を加除修正。

岩木支群  安居支群に南接 し、岩本北谷窯3基 、岩木中

宮谷窯 1基、岩木尻広谷窯 1基の計5基の窯で構成される。

発掘調査が行われた窯はな く、すべて表採資料 によるi。

岩木北谷窯は、安居大堤窯と尾根一つ隔てた南谷奥にある

溜め池岸で1・ 2号窯が発見され、その西約200mに 「瓶焼

谷窯」 として周知の3号窯がある。3号窯は、8世紀中葉後

半に位置付けられる。岩木中宮谷窯は、岩木北谷窯の尾根

を越えた南谷にあ り、南斜面に立地する。8世紀後半の窯

と考えられる。岩木支群の中でもっとも操業が早いのは、

岩木尻広谷窯である。窯は、安居・岩木窯跡群中で最南に

位置する。惜 しくも賛同新設工事により破壊 され、現在は

熱を受け赤化 した地山が残るのみである。岩木尻広谷窯で

は肩部に「公四位尼Jと判読できる箆書文字が施された広

口壼が見つかつてお り、松永6・ 7号窯とほぼ同時期の8世

紀前葉と考えられる。

単独窯  郡内には単独的に存在する窯が数基見つかつて

いる。窯跡群を構成 しないのは、周辺の詳細調査が行われ

ていないことに起因する可能性 もあ り、いずれも偶発 的な

発見による。9世紀第2四半期の大藪窯・、9世紀第3四半期

の百楽田窯跡市、そして9世紀末から10世紀初頭にかけての

末窯である。犬藪窯は、人乙女山裾野の丘状台地末端部に

位置 し、比較的平坦地にある。郡内の窯場は総 じて丘陵縁

辺部や斜面地に選地 しているが、犬藪窯は低地に立地 して

いる。同じ低地での窯造成 としては、婦負郡の栃谷南遺跡

が挙げられる�。栃谷南遺跡は、境野新扇状地扇端部 に形

成された水田地帯のほぼ中央部に立地する。大藪窯の東約

2kmに は大学寮墾田地 (勧学田)や東大寺領荘園 (杵名蛭

荘)の荘所とされる高瀬遺跡があ り、時期的に近いこ とか

ら供給地 (消費地)の可能性 も考えられる。

� 岩倉節郎 。上野章 1985「 井波町犬藪遺跡出土遺物の紹介」
『大境』第9号 富山考古学会

�iかつて館窯とされていた窯。

� 鹿島昌也 2002「 I遺跡の位置と環境J『富山市栃谷南遺跡発

掘調査報告書Ⅲ』富山市教育委員会

i 西井龍儀 1988「安居・岩木窯跡群の概要」

陸の古代土器研究の現状と課題』 (資料編)

会・北陸古代土器研究会

『シンポジウム 北

石川考古学研究
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窯場の変遷 と分窯の動き  砺波郡では砺波平野の西部と

東部に流れる小矢部川と庄川によつて、小矢部川左岸と庄

川右岸の窯跡群に大別できる。小矢部川左岸では7世紀代

に操業を開始する安居・岩木窯跡群が郡内における須恵器

生産の初現とみられる。同窯跡群では安居大堤窯、岩木尻

広谷窯など8世紀代に最盛期を迎え、9世紀中葉のぐみ谷奥

窯まで長期間にわたる生産が行われている。また、松永・

埴生窯跡群ではやや遅れて7世紀後半に須恵器生産を始め、

8世紀初頭に隆盛をみる。 しか し、それ以後に継続 して生

産されず、南に位置する平桜岡山窯跡群では8世紀中葉か

ら後半に集中的に操業することから、窯場の移動 と捉える

ことができる。小矢部川左岸域は、古代北陸道の「砺波の

関Jの 比定地 とされるところであるとともに、前方後円

墳・方墳等で構成される安居古墳群や、松永 。埴生周辺の

谷内16号墳や若宮古墳等に代表されるように畿内文化伝播

の玄関日とも言うべ き地である。松永窯跡群の蓮沼新堤窯

跡では、灰原から7世紀末頃の須恵器 と軒丸瓦 (単弁八葉

蓮華文 )、 九瓦 (行基葺式、無段 )、 戻斗瓦が出土 している。

郡内に瓦を生産する窯が他に見られないことから、供給地

として寺院や末端郡衛的施設が同窯跡群の近隣に存在する

可能性があ り、西井氏は「郡衡 (評行)や駅馬」の存在を

推定 している。木倉豊信氏は、越中国の古代8駅 中の坂本

駅を小矢都市の「坂又」であろうとし、その位置を小矢部

川右岸の子撫川 との合流付近 と推定された。その推定地

に程近い桜町遺跡では和同開弥や『和名類乗抄』の長岡郷

もしくは『延喜式』神名帳にある長岡神社に関係する墨書

土器が出土 しているh。 また、7世紀第2四 半期に須恵器生

産を始めた安居・岩木窯跡群の周辺は、養老2年 (718)の

開基と伝える古利多官半や、養老3年 (719)|こ 泰澄大師に

よる開山伝承の残る医王山がある。

荘園開発が活発化する8世紀中葉までは小矢部川左岸が

郡内における窯業生産の中心地であり、供給地もその周辺

に限定されていたものと思われる。砺波平野東部に東大寺

領荘園が造営されると庄川右岸に須恵器窯が作られるよう

になる。栴檀野窯跡群が操業 していた頃、平桜岡山窯跡群

や安居・岩木窯跡群でも引き続いて須恵器生産を行ってお

り、郡内における分窯ともいうべき様相を呈す。一群一窯

体制が完成期を迎える8世紀中葉頃に、それまでほとんど

須恵器生産を行っていない地域に突如として窯が作 られる

背景には、郡司・国司が介入する有力社寺の墾田地開発と

いう社会情勢に起因するものと理解 したい。

i 木倉豊信 1957『越中史壇 第10号 一特集富山県の交通研究―』

越中史壇会

ii 小矢部市教育委員会 2004『富山県小矢部市桜町追跡発掘調査

報告書 弥生・古墳・古代 中世編 I』
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(3)東大寺領荘園と栴檀野窯跡群

東大寺領荘園  栴檀野における須恵器生産の背景には、

東大寺領荘園の経営が大きく起因することがこれまで先学

により指摘され、一般論化 している。現存する荘園絵図や

文献資料から、窯跡群の操業と荘園開発は時期的に符合 し、

荘園比定地として芹谷野段丘縁辺に石栗荘・伊加流農荘 。

井山荘の3荘が展開したとの説が有力となっている。また、

杵名蛭荘は、現在の高岡市戸出付近に比定される。

時代背景  砺波郡内における東大寺領荘園の成立と深 く

関わる利波臣志留志は、中央政界に対する地方豪族の位階

昇進手段を駆使 し、律令体制確立期 という時代の波に乗つ

て立身出世を果たす。天平19年 (747)9月 2日 に河内国の

河俣連人麻呂とともに底舎那仏鋳造の知識 として米3,000

碩 (石 )を献納 し、無位から外従五位下を叙位された。後

に天平神護元年 (765)3月 20日 に墾田100町 を献上、従五

位上に昇叙 し越中員外介れに任 じられている。

天平15年 (743)5月 27日 、慮舎那仏造立の詔発布の4ケ

月前に墾田永年私財法が制定されたが、これは国家的大事

業を控え在野の寄進行為を期待 しての貴族・地方豪族への

優遇措置との見方 もある�。この法令を利用 し、利波臣本

宗家とは傍流である志留志が100町の墾田私有を認められ、

立身出世を果たしたのである。

伊加流伎荘  志留志が東大寺に寄進 したのち、砺波郡で

は天平感宝元年 (749)に 伊加流伎荘が占地される。この

時点で郡内の東大寺領は本荘のみである。「越中国諸郡荘

園惣券第一」 (天平宝字3年 11月 14日 (759))に 「以前、去

天平勝宝元年占定野地」とあり、占地の10年後に惣券が作

成 されたことがわかる。この占地は天平感宝元年 (749)

の聖武天皇の寺院墾田地許可令に基づ くとされ、河合久則

氏は「勅施入Jに より成立 したと推察されている。

石粟荘  大治5年 (1130)の 「東大寺諸国庄々文書井絵

図等目録事」にある「天平宝字元年12月 18日 勅旨越中国砺

波郡百二十町Jと あるのは、石栗荘のこととされる。伊加

流伎荘の初見資料である惣券に記載がないことから、他の

東大寺領荘園 とは成立 を異にすると考えられる。 また、

「官施入田」 とあ り、これは橘奈良麻呂の地が政府を通 じ

て東大寺へ施入されたことを意味する。藤井一二氏は、こ

の「東大寺諸国庄々文書井絵図等目録事」の中の「天平宝

字元年12月 18日 勅旨 越中国砺波郡百二十町」が石栗荘で

あることを指摘 しているV。

国司の定員外の次官 (介 )

河合久則1990「 四、利波臣志留志について」『砺波市史資料編
1 考古古代・中世』砺波市史編纂委員会

藤井一二 1981「 日本古代庄園の成立と開発―越中国石栗庄を

中′とヽにして一」『金沢経済大学経済開発研究所研究年報』倉1干U号
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第 4章 考  察
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時
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平

安

時

代

749

757

759

天平15

天平18

天平19

天平感宝

死

天平宝字

死

天平宝字

3

天平神護

3

神護景雲

死

宝亀10

墾田永年私財法 発令

大伴家持,越中国守赴任

(～ 天平勝宝3(751)ま で)

幅波臣志留志が東大寺慮舎那仏鋳造の知

識として米3000碩 を献上

東大寺占墾地使僧平栄,越 中派遣.伊加流

伎野を占定 (伊加流伎荘成立)

聖武天皇の花厳供田勅願 (杵名蛭荘成立)

橘氏墾田地を東大寺へ施入 (すでに石粟

荘成立)

越中国幅波郡伊加流伎開田地図(*未開

状態)

越中国幅波郡石粟村官施入田地図

この間に志留志地が井山荘となる.(井山

荘成立)

志留志,越中員外介

従五位上に昇叙さる.

(100町 の墾田献上)

越中国東大寺墾田井野地図(井山・伊加流

伎・杵名蛭)志留志―専当国司

志留志,伊賀守に任命さる。

東

』

雷

■

■

■

麗

β

∈

雷

■

■

盛

轟

印

寺 領 荘 国 の 成 立

鶴
■
■
畢

一鬱

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

盤

天暦4 越中国東大寺領荘国が荒廃

東大寺寺用帳に杵名蛭荘・井山荘の記載

なし.

伊加流伎荘100町 ,

石粟荘120町 と記載

鰯恩轟
園

大治5

文治2 般若野荘が内大臣徳大寺実定の家領とな

る

徳 (寺 家 領 般 若 野 荘 の 成 立

Tab.19 東大寺領荘園 (井山荘・伊加流伎荘・石粟荘・杵名蛭荘)と 栴檀野窯跡群
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井山荘  神護景雲元年 (767)、 志留志は墾田100町 を東

大寺に寄進 し越中員外介となり、従五位上に昇叙 した。こ

のときの寄進地が、東大寺領井山荘 となる。この井山荘は

天平宝字3年 (759)の伊加流伎荘開田地図の南端に「利波

臣志留志地」 とあ り、神護景雲元年 (767)11月 16日 付け

の伊加留伎村 (伊加流伎村)開 田地図の端には 博 筒等墾

田地井山村」 とあるので、8年 の間に志留志の地が井山荘 と

なったことを示 している。

須恵器窯成立と荘園開発  栴檀野窯跡周辺には、東大寺

領荘園の3荘が比定地 として存在する可能性があることは

先述 した。荘園成立期 と栴檀野窯跡群の本格的な操業開始

時期はともに8世紀中葉段階であ り、須恵器生産展開の直

接的原因を律令体制下の荘園開発に求めざるを得ない状況

である。小矢部川左岸域から分窯 して芹谷野段丘周辺に須

恵器窯が突如 として作 られる背景には、墾田地化を契機と

して郡司を超越 した行政力が介在 したとする見方 もあるi。

須恵器供給地と荘園比定地が確定 しない限り推論の域を出

ないが、須恵器生産と荘園制に伴 う耕地開発には密接な関

わりがあることは想像に難 くない。同じくその成立に東大

寺領荘園との関係性が指摘 されるものに、新川郡の東大寺

領大荊荘 と立山町上末窯がある�。東大寺領大荊荘は、立

山町浦田から舟橋村古海老江付近に比定�され、上末窯は8

世紀後半から10世紀中頃まで操業 している。

山田真一氏は、松本市北東縁に8世紀末から9世紀前葉に

盛期をみる大規模な須恵器窯跡群 と窯業生産に係わる集落

が展開することを提示 し、窯業生産をはじめとする手工業

生産が政治体制 (権力機構)に とって基幹的産業であ り、

その後押 しによる急激で大規模な開発が可能であったこと

が窯業生産による土地開発の最大の特質であるとの論を展

開 している�。栴檀野窯跡群においても集約的に窯が造成

されてお り、その背景には手工業生産を支える集落が存在

していたと考えられる。そのような集落はまだ見つかつて

いないが、8世紀中葉以降、平野部および段丘上には千代、

徳万、宮新、正権寺、高沢島Ⅱ、大田、久泉、秋元窪田島、

高道向島、宮村、小杉等の各遺跡が出現する。奈良時代以

前に平野部における集落の展開はこれまで未確認であ り、

もし存在するとしても小規模な集落であつたと思われる。

久泉遺跡では、幅7mに 及ぶ大規模な溝 (SD 09)が 検出

西井龍儀 1994「利波郡における分窯とその背景」『北陸古代土

器研究J第 4号 北陸古代土器研究会

宇野隆夫 1989「第2章 上末窯の立地と歴史的環境」『越中上末

窯』富山大学人文学部考古学研究室

藤田富士夫 1998「東大寺領大藪荘の現地比定と遺跡」『森浩一

70の疑間 古代探求』中央公論社

山田真-1996「窯業生産と古代の土地開発一松本市北東縁に

おける様相―」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告第7集』
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《栴檀野窯跡群の形成過程》

(10c)

〔要 因〕

小矢部川左岸における

須恵器生産

東大寺領荘国の成立

(水利施設の確保 )

東大寺領荘園の展開

(未墾地の開墾 )

平野部の遺跡増加

東大寺領荘園の衰退

中世般若野荘の成立

されている。これは集落が立地する微高地の比較的高い箇

所を南北に縦断することから人工的に掘削された溝 と判断

でき、時代は未確定であるが古代の灌漑技術の高さを示す

ものと推定 している。この溝は、磁北から東に約45度振つ

て流れてお り、下流には伊加流伎村の比定地がある。この

溝の開削時期が荘園開発期 と同じだとすると、高度な潅漑

技術を得たことを足がか りとして、給配水の難 しい扇状地

扇央部へ集落が進出したことの証左 と見ることはできない

だろうか。また、窯跡群 と分布範囲を同じくして製鉄遺跡

も広が りをみせる。とりわけ増山周辺には、増山製鉄遺跡

群として小九山、金クソ山遺跡が知られる。金クソ山遣跡

では、大量の鉄津や炉壁が見つかつている。操業年代につ

いては、炭焼窯の焼土ピットから底部に回転糸切 り痕を残

す土師器が出土 していることから9世紀以降とみられるが、

製鉄遺構調査の進んでいる射水丘陵と比較すると奈良時代

前半との見方 も可能であるという。

福山窯の特異性  栴檀野窯跡群中にあって、もっとも古

くからその存在が知られる福山窯からは、市指定文化財 と

もなっている瓦塔、円面硯、土馬をはじめ、猿面硯、水瓶、

誤耳杯、土鈴が出土 してお り、他の窯とは器種構成上一線

を画す様相を呈する。器種構成についての詳細は前節に譲

るが、福山窯にみられる焼成器種の差別化は日常什器類を

主生産とする他の窯とは供給先の遺跡の種類・階層差、ま

たは製品を発注する側の違いと捉えることができよう。仏

教的影響の強い瓦塔や鉄鉢、稜椀、水瓶を焼成 しているこ

とから、荘園管理者などの政治的有力層 もしくは寺院など

の仏教関連施設への供給があったのかもしれない。

〔状 態〕

未開地

↓

須恵器生産の開始

(8c前～中頃)

↓

須恵器生産の拡大

(8c後半～9c)

↓

須恵器生産の衰退
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第 4章 考  察

正友ヤチヤマ窯と安川天皇窯  能登地方の高松・押水窯

跡群 (河北窯跡群)中 に8世紀中葉段階の正友ヤチヤマ窯

がある。西井氏がかつて安川天皇窯資料について「石川県

押水町正友ヤチヤマ1号窯に極めて酷似する」 ことを見出

し、「杯 Bの みならず杯 B蓋の諸特徴 も似てお り、窯体構

造も地下式客窯 となるなど共通性が多いJと 指摘、「須恵

器工人の技術連携や移動、その管理者の背景などJの課題

を提示 した。今回の報告作成にあたり、正友ヤチヤマ窯資

料が保管されている財団法人石川県埋蔵文化財センターに

安川天皇窯資料を持ち込み、比較実見を試みた。西井氏の

指摘を半ば覆そうとの意気込みで乗 り込んだが、資料で見

る限 り、氏の先見性に感服 しきる結果となった。両窯資料

の共通点は前節で福沢が報告する通 りであ り、窯体構造や

焼成技術にも技術的系譜を追うことができる可能性を示 し

た。近縁性をもって直ちに正友ヤチヤマ窯 と結びつけるの

は短絡 との批判 もあろうが、8世紀段階の越中における安

川天皇窯の特異性を鑑みたとき、敢えてその関係性につい

て触れざるを得ない。

正友ヤチヤマ窯、安川天皇窯が操業する8世紀中葉 (田

嶋編年Ⅳ l期前半)と いう、時期の問題がある。能登国は

養老2年 (718)に越前国から羽昨・能登・鳳至・珠洲の四

郡を分離 して立国されるが、天平13年 (741)に は越中国

に下る。天平勝宝9年 (757)、 再び独立する。8世紀中葉の

16年 間、能登国は越中に併合されてお り、須恵器編年上で

は細分化が未確立のため区分できないが、両窯の操業期間

もこの時期に含まれる可能性をもつ。このとき、羽昨郡と

砺波郡は同国中にあ り、宝達山系を隔て隣郡にある。荘園

開発の早暁期に窯業生産の先進地域から技術を取 り入れた

のではないだろうか。加えて想像を退 しくすれば、利波臣

を祖 とする「越中石黒系図」 に記載のない志留志は本宗

奈でなく傷流の系統であることから、利波臣の本貫地に近

い小矢部川左岸域の窯跡群を飛び越えて扇状地東部に羽昨

郡から窯業生産技術 もしくは工人を招聘 した、という背景

が浮かぶ。郡界を超えて辣腕を振るうのは、在野にあって

中央権力 と結託 した志留志にとっては容易な業であったろ

う。安川天皇窯の位置が天平宝字3年 (759)の 伊加流伎荘

開田地図の南端にある「利波臣志留志地」に近いことが示

唆的に思えてならない。砺波郡東部に扇央部を越えてスポ

ット的に安川天皇窯が存在すること、砺波郡の入 り口であ

る砺波の関比定地周辺の窯に能登地域 との関係性が見出せ

ないこと、そして周辺の集落遺跡などに能登地域 との近縁

性を示す遺構や遺物が見られないというマイナス要素が多

いことを断ってお く。

窯業生産と耕地開発  安川天皇窯を含む福山支群の麓に

は、井山荘の比定地 (現在の安川・徳万・頼成周辺)があ

る。井山荘の成立期は、神護景雲元年 (767)11月 16日 付

けの伊加留伎村 (伊加流伎村)開田地図の端には「南同寺

墾田地井山村」 との記載があることからこの時期には墾田

地化されていたが、天平宝字3年 (759)の伊加流伎荘開田

地図の南端に「利波臣志留志地」 とあるので、ある程度の

開墾はすでに着手されていた可能性が高い。安川天皇窯の

操業期は、田嶋編年Ⅳ l期前半つまり、8世紀中葉にある。

栴檀野窯跡群中では、宮森窯 と同じ古段階の窯であり、井

山荘が利波臣志留志地であった頃に操業 していたという見

方も可能である。

福山窯にみるような器種構成や法量分化が進んでいない

安川天皇窯の製品は、内容的に貧弱であリー般的な集落も

しくはそのような器種構成で充分事足 りる階層への供給の

ための、言わば一時的 (短期的)な窯であったように思わ

れる。宇野隆夫氏は、8世紀末～9世紀の大規模な荘園遺跡

の形成について、「8世紀中頃のごく小規模な拠点形成を端

緒 として始まるものが少なくない」 とし、「民衆の経営拠

点型の遺跡は、それまで利用されていなかった低湿地・扇

状地 。丘陵上などに立地することが多 く、従来よりも緻密

な土地利用を生んだ」 との考えを示 されているh。 石栗荘

の北域に荘所・経営拠点的遺跡 と考えられる高岡市常国遺

跡がある。ほぼ正方位の平面積約118ポ と約106ドの2棟の

廂付 き大型掘立柱建物 と2棟 の小型付属棟、井戸 (横板井

籠組か)が検出されてお りm、 8世紀後半の年代 を与える。

古代の掘立柱建物の規模を考えた場合、平面積100ポ を超

えるものとして地方官行の官舎 もしくは居宅建物の可能性

が高い�。また、柱掘 りかたの平面形状が隅丸長方形 を呈

し、太 く長い柱が使われたことが推察される。常国遺跡は

荘園経営の拠点的集落の中芯部 と考えられ、8世紀中頃の

小規模な拠点集落から後続する経営拠点集落に相当す るの

ではないだろうか。東大寺領荘園から荘村、栴檀野窯跡群

を含む砺波平野東部は、まさに宇野氏のいう「民衆の経営

拠点型遺跡」の立地するモデルに適合 し、墾田をはじめ窯

業生産や鉄生産といった山野資源開発を推進 したことが推

察できる。安川天皇窯は、このような社会的背景の中、律

令的土器生産確立期の初現にあつて荘園開発の契機となっ

た、拠点的な小規模集落に製品を供給するために成立 した

窯と現段階では性格付けしたい。 (野原 )

� 宇野隆夫 2001「 Ⅱ章 1荘所と各種経営拠点の型」『荘園の考古

学』青木書店

i� 高岡市教育委員会 1993『 常国住宅団地内遺跡 現地説明会資料』

iv山 中敏史 2003「Ⅶ 2官衡建物の規模J『古代の官行遺跡一 I

遺構編―』奈良文化財研究所
i 石黒治男氏の所蔵。
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第 5章 結

最後に、今回の安川天皇窯跡発掘調査の要点をまとめ、

結語としたい。

【窯体構造】

構築方法には地下式直立煙道型か半地下式上部開口型の

両者の可能性がある。前者の場合は小矢部川左岸の窯跡群

との共通性を指摘でき、後者であれば自立性の高い窯と評

価できる。規模・平面形態では、窯体の短さ、ずん胴型で

燃焼部中程をくびれさせた形態が特徴であり、射水窯跡群

での燃料コス ト重視の窯体小型化に対 し、製品の器種構成

にみる限定生産 という目的に起因するものと考えられる。

窯体の短さや幅広の平面形態からは小矢部川左岸窯跡群や

福山窯との連続性を求めることができず、栴檀野窯跡群成

立の過渡期に独自構造を採用 したと考えられる。

【焼成技術】

重ね焼 きの観察では、正位の杯身に逆位の蓋をかぶせる

ものを一単位 とする方法を採用 してお り、北陸では南加賀

以外では類例は少なく、正友ヤチヤマ窯で同じ方法が認め

られる。8世紀代に北陸で礫石を焼 き台に用いる例は稀有

であり、同じく正友ヤチヤマ窯で礫石焼台の使用が認めら

れる。窯詰め位置は、焼成部床面直上の中央部に杯類が据

え置かれたことが判明 した。焼台転用品に灰原との接合資

料があることから、1回 目の操業時に奏を焼成 し、最終生

産時に甕を焼成 しなかった可能性が考えられる。

【須恵器編年1

越中四郡における同時期の窯 と比較すると器種構成が貧

弱であり、殊に瓶・壼類にその傾向が認められる。法量分

析の観点では、有蓋有台杯2法量十無台杯1法量で深身の有

台杯が伴わず、他の窯より法量分化が進んでいないため時

期的に先行すると考えられる。供膳具の構成は、8世紀中

葉 (田 嶋編年Ⅳl期前半)の正友ヤチヤマ窯と同じ組み合

わせを採ってお り、深身の有台杯の分化が見られないこと

からも同時期に比定できる。第3四 半期の福山窯は法量分

化の進行、器種構成の多様性が認められ、安川天皇窯の次

段階に位置付けられる。

〔東大寺領荘園との関係】

東大寺領荘園から荘村、栴檀野窯跡群を含む砺波平野東

部は、宇野隆夫氏のいう「民衆の経営拠点型遺跡」の立地

するモデルに適合し、墾田をはじめ窯業生産や鉄生産とい

った山野資源開発を推進したことが推察できる。安川天皇

窯は、律令的土器生産確立期の初現にあって荘園開発の契

機となった、拠点的な小規模集落に製品を供給するために

成立した窯と性格付けできる。

五
田

第 5章 結  語

終わりに

安川にある「天皇 (て んのう)」 という字名について安

川村史編纂委員会は、「安川山の広範囲にわたる地域で、

谷間等可耕地で処々田畑が散在 している。南西部三谷境に

近い丘陵を「てんの山 (天王山あるいは天皇山 )」 と呼ん

でいる。戦国の争乱を避けて淳良親王が隠棲 されたという

伝説にちなむ地名である」 と記されている。 また、砺波

市史には伝天皇山出土の珠洲陶壺の完形品が掲載 されてい

る。前節でも触れたように安川地内は東大寺領井山荘との

関係がある地域でもあ り、安川天皇窯から荘域比定地の眺

望は抜群である。砺波市内においても歴史的に非常に重要

な位置にあるといえる。

栴檀野窯跡群における発掘調査は、昭和37年に本格的な

発掘調査が行われた福山窯跡に続いて今回の安川天皇窯跡

が2例 目となる。これまで西井龍儀氏や林寺厳州氏、砺波

郷土資料館土蔵友の会の精力的な表面踏査によつて、80年

代以降に福山支群や増山支群で多 くの窯跡が発見 されてい

る。このような成果は、窯跡の分布状況や窯場の時期変

遷・移動の動態を詳 らかにし、砺波郡東部における須恵器

生産体制の研究に大 きな進展をもたらした。 しか し、須恵

器生産研究の根幹である窯体構造の解明には、発掘調査が

必要不可欠であることは言うまでもない。

今回の発掘調査にあたり、砺波郷土資料館土蔵友の会の

皆様 をはじめとする多 くの方の協力を得ることがで きた。

ここで改めて衷心より謝意を記 したい。 しか し、重機掘削

によって窯体が発見されたこと、そして平成10。 11年の発

掘調査時において窯体がさらに破壊されてしまったことに

よって、窯体構造上の多 くの情報が失われてしまったこと

は痛恨の極みと言うほかない。今後の窯跡調査 に多 くの課

題を残す結果となった。

本報告書の刊行は行政的義務であることは無論、この重

要な資料を世に出し北陸古代土器研究に資することを願っ

てのものである。整理作業にあたって富山大学考古学研究

室所属の優秀で熱心な3名 の学徒の協力を得たことは、無

上の喜びであった。市町合併に伴う事務に忙殺 され、報告

書作成へのモチベーションが急速に低下する中、彼 らの遺

物に対する取 り組みを目の当たりにし、多 くの刺激 とやる

気 を与えられた。須恵器研究に関して素人同然の4人が苦

心 して紡 ぎ上げ作成 した本書が、古代砺波郡の歴史構造の

解明、または古代土器生産体制研究の僅かばか りの一助 と

なれば本望である。 しか し、内容的にはまだまだ未熟で、

稚拙な点が多 く、恐縮するばかりである。多 くの皆様のご

批判・ご叱責を乞う次第である。

i 安川村史編纂委員会 2005 『わが郷 安川 第一報』
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窯体近景

窯体全景

遺物出土状況

窯 体 (1)
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遺物出土状況①

遺物出土状況②

遺物出土状況③



焼成部検出状況

焼成部境の絞り

焼成部側壁
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窯 体 (3)
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焼成部床断面①

焼成部床断面②

窯体奥壁

窯 体 (4)



南北試掘トレンチ①

南北試掘トレンチ②

SP01(灰 原)検出状況
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調査地から砺波平野を望む

窯体発見時の状況 (平成5年 )

SP01(灰原)発見時の状況 (平成5年 )
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(1)杯蓋
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95

100

出土遺物 須恵器 (2)無台杯
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出土遺物 須恵器 (3)有台杯
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出土遺物 重ね焼 き 。焼 き台
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窯体出土遺物 (1)蓋
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窯体出土遺物 (2)杯
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窯体出土遺物 (3)菱・横瓶
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窯体出土遺物 (4)蓋
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窯体出土遺物 (5)蓋
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窯体外・灰原出土遺物 (1)蓋
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窯体外・灰原出土遺物 (2)杯A
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